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原子炉安全専門審査会第27部会(北海道電力株式会社泊発電所(1， 2号原子炉の設置)) 
Cグループ議事概要(案)

第 5回会合 日時 昭和59年2月2.0日(月) 午後2時~午後5時30分

場所 東海大学授友会館第2会議室

出席者 原子力安全委員 名 通商産業省 4名

審査委員 6名 事務局 2名

委 員

原子力安全委員 出欠 審査委員 出欠 遇商産業省 出欠 事務局
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大山 彰 大竹政和 O 村 山 O 内 回
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谷 受信 O 

吉中龍之進 O 
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資料番号 資 料 名

資料第27C-議-4号 原子炉安全専門審査会第27部会(北海道電力株式会社泊発需所(1， 2号原

子炉の設置)) Cグループ第 4 回会合議事概要(案)
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~ 下ー l酎弔問鮒菅iてっぺ

下ー l断脅品取直号I'J トレ γ今調査iて与 9f9 I併である

こ'tt'"確認され転. 二的知17すl守、}主主堆暗号 kお越の不整

ゐ面 m安佐がら刻主す ψlr~ 七め(-' t>る。 L-þ~レ‘ f -1町荷

両立iてrJ、この芥撃令白 iご吸引も与一九ていf1~、米空前T.Ã官事めえ

られるので下- J酎ス脅白量動暗殺t工堆靖J警のT佐靖弘前世¥らあ

っrて主主考えられる.

当ごで、下ー 1断脅内宴 m転1立すなギ的る行的lで以下両吟

言守宅什っI'て.

1) 怜計同晃子

言者根子九oA -1坑"Ct.士:jL(7)長長，JiLくで必要キム匙慎Tm、足尾

市向株祐弘ゑ包を豆しド焼*匙め墳芥p'''f- 1前月官lぺふっ

マ'll'(主毛をけている。

崎こで示、ー 1)シア調をた i主如し、 ニめを{主菅も剣えする

'c'ctlて，泥棒出走伺，i~，員特」国Jí脅f7lJ，þ錦伊方向 1" つ"て

t楼主オし、!-.0転{主そも末、め会ユ tt し予て.

d 搾討結E来

A-l坑t."f 1九吋止め拠骨反が酎待 t7\~トキ才↑ぐう兄，-"t ，ヰ~1， I 

1百山事1、ユ国 K示1"'t h' ?で 1 これ生~約する\:; ~\人τm ヒ

(J' ') 1、ある.



心) tセF言m定伺 F イ場斜lτ尚tf，t.坑調在[， 司く"-リ;. 7~ 桐右( )]¥ 

ヰ3糸，令官主 1.本)1てJリJで拾すれそ bう， ヰ1:9s j y:: I J 

八/1ど五 /6o.lIIw程定であ令。

μJ 昨希同走同、 Ir~針11 ‘訊松柿聞を，赤、- ，)ン7'・鋼生〈

拡芭 IA三)IてJり1E.1iをォれてかう，ヰ均的 1'"n ;J ':;0 c / 

士ρ"/VW干ltfである.

必) 断ノ脅の糸線方向I'J.拭歌対L調主lてよリ断弔問傾斜方同

~ 111ず同株τ、あるよ t~石室主忍 II 、\ 1，) . 

これらの結非主リ、執根市白て"の争綿す伺.?)Jtltめがキ

t司令 1'1乙帆梧脅さ忠るヒ推たされるユヒサら飾帯の転1士宮

11- ~例程露であるヒ考 ι られ吾.
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メ乙茅27C-7ーター/τ'再干主点

l2， f - 1 断梧~ f -3例代シスめ械lてつ マ

f -1世r}をd トレン今諾Jをめ結号令、ら主主断月号であ令乙 k

t雄訳、していク e

J 方、下-3困TJ昔11‘界2-.1区11て示す占う|て 1手京芸作遺

産相官Iム側党三誌の執千島北 L向t'IL)き、高齢たすれ令も《で、 こめ

t世せJ去き1で'干下-2匠眺比有脅?も切つマ いる e 下-3防F棺音lけ寸 昔断断千介「ヌ希昔 J苫レ

崎め z治ト綿の走向 1仰t頃項斜IcF -2断ヌ肴昔のフ水)ドくヰ街上の才務ち勧壱歩か、
ら正匠酎防J片f，屠帯2矛あ干令 包判凶前了し['7:て@

trて p 断ノ官 m 成砕規段 I~ f -I !1今/官 m ガカいF-3 

佐介/警よリ大ぞく 下ー 1前橋で 1'1;;骨(ヨ色め特ゴニザ比

較的厚くみの似る例代付し、下-3肪ノ看守¥1プλ)Lム状の特

:t -t¥"がられる lですき‘TJ1¥ ， 

これらめ凶「老めゼ〉スめ相i左lぐ寸いマ汚捺する 1.:以下め k

j:，'りである。

教±也のあるキ責特牛島地域、|τ 、同ヌド舟沿芹マ襲、株間伯尚3Fm

姥噴砕止がら内マ圧縮t;0;ガ場|てあゥ fてピY号えられ、下ー 1I野

局m在う lて隆行者仰タデ<l-rl堂前号である k考九らw1.~ 0 

戸元 E 干費丹半島地域‘官、 lす、 M域内rtr.を起選勅炉、あっ rて k考

えられτぉリ，下-3 PlfT;者11、二川塁走タlて{キヮて生じ、下亡正酎

帯¥(i l号九られるか¥持 flI~ιf -1.3町F音声い)ぐ較す(1芳賀7

)経常古伊、持託する乙包がら靖勧r件う七 αkも巧ιられるレ、

小報操n前脅閉め 7"bo/1.l車切lで在る区 t)考えられる a
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J 肘1ヌ昔粘主け史上工堆希拘♂后藁純手 σ表電1樟忠商手ガTIマつ 1.マ

出下待北:t-沖由后1i舵手l下、陸fr局ア」量勧|て d ')母舟官、域本守れ

る二 '<:1ごzヮて旦戒すれ主怜ヰp;c定前面 G右するが¥ 冷前後史
τヲ|く，耐えTeJt 町坪同 lぺ J つる ~~1d" 晶表面 τづ尉h、在う，

時同め佐luヒLIτ5瀞砕如、単向、 J り梅干住rJ~え佐)1主主主 ρ、、羽 7ちt・

守れる k考ιられる.

:れらめ~1c-<e 0、す夫ン，酎rí知μやめる寄与抱手 a 表面積;z

l弘樹r}皆目哉、宜野寺内、ら規正まで・ ω時向仰持M 与32枠1"J同僚が
あるこピド雄誤て7ぷている.

J 背‘字回全己U労骨lて閉する初先1fそこう志雄lぺ閉すう町え

id t，，， Iて与って堆7看Jt，]武{ヒメ脅m后長続ラ A表面構iZb姥官与

肉、め汗比-p'/'姥7主イされぞいる。

これ)て守る'c.id'"A珠宿1....1;非主手向 a佑やず lレ夫‘であ?，ー布告!亡沈

下dt，雨)1<r J必lて占る后要拍手め表面積ttmi蕗両手折、進み易す

く，間r 年iガ司七♂ 11前橋持主ニ Jり鴻雑日緯itもう亡して、t う

t (l¥ 1'，. 令き‘れている~)号んられ Z ~I ~. 

とま寸 4トで1'1，断F音色湾って l、七銭I工堆積抑(;V(ri普〉めま佐

積年品世Vブイ、ゾシ τ シトう 'Y'l与内、剖主lて村ぷ土8万ヰ前のも

の~~量殺判 lて 11JJ在認、き ~f亡す、断ス者 m 諸勧庄 lてつ\1 τ 白技?世

同検事寸めJ15ヒしマ樗託♂すすLピち行ヲ同のでれ，
{物浦、)念物|村、ど1'17砕);国骨格;:t:..tpOl后要1sZ1-6¥表面溝正仁

ブ
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メ毛妥447CF アーヂー/T 勾~毛が

み 神常、問事F量七百年品ヌ言中 1てみら似合治弔オ丈 k つけて

神史、阿果バ脅か年匙F脅中 I~ のられる 1\討~ ~t 1"1、i妻4堂内問 lぺ寺う

庄じ下てtσ It;脅え.J(うれ¥11ユて主主?スまの堆議時lτ ¥d、下位向

ttJ号(中，下者同)I ~ stci-，) i喰斜しト、作 t)f;z;られる。

村め予聖由 1す以下め kわ‘ 1)であ丸

1) 詞仏結聞をヰ1<j:る k ふFまも定|亡主升ス昔日緩灰 I~ 競走 k

守、下tp}脅の凝/史荷台、、砕しているか 后壁 1"1¥わざTJ凹凸 lて島

んで、 1¥τ 布、 τ争1'}官官、削剥ざす'¥f" dうrcf状、次主示してい

るこ乞、 守、下許信 1'"乾草するま予理台、浴琴も粛!く砂有ァず

る工苦?得!こ」皐枕してい fJぃ乙乞、主幹宿区甲下tpli'の墳J子

'1~着してわ・り F存立昆勧 lて与会昨号早パ認められ千街全 l 亡

~l';更色、あるニ't.- 上野ス告の基蔭の衆R向珠走 ε樟哉、ずる球

-p\"~ヤ私喰ら~ 7r" Z来的lて土在荷 LT-:: }:..宇j町できる三'ttJ ~) 

-)7'ら浴帝うがlす碍合{下開れ占う}主じ、予主l7l't;守るられ人

(事t，I lil ，亭斗Z回今思〉

2) 敢闘の党質調をlて j る~ tt，下昨有|て lす， l'せ啓m大雪 f1

古Lt{t1千認められTずいこ~ 11¥ら、 こm時期iぐ 117ミヲη稀j主違

勧 1古考乞られfJy、a

~r亡. 上ずp，;f堆議初期1ぐ 11、 j長将校を1Kす問土正党哉、lてt
比較的槻神的夫ト、合lt，佐積ノ官(令:;A活様、凝:ry.匙ノ脅〉和、がら

れるこヒノマ、古L堆蒲与を中 lて中坪メ者η台北伊のられう-¥::: p¥ 
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ら唯手責拘。品長~ ~~を令少、ι じノマす I ¥ ~é~斜面 fJ J:.."-t"静止して

い T~ Ic.;号ιられる。

マら lて 1 者~4.3 阻 lて示す沿m 地柄拘オt.'-t"ら内て縦断T勾配 1

神前可配ι主比較的スム r ス‘rJイ命科も禾しτいる。

これらの;ヒt芳JEよねと、主幹脅の堆荷時iて11、中、下-ijJf(J、

力、与'){崎~よ十 l tτt f'J 日行~ d lゐ。
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f 株撃

照寺'l:ヤ建屋設置地盤汲 F間五L斜面のギ昆4主も方令官オする1ため

に肉質調査，指泊・危管言者擁館呆lぐ基ついき党盤も乏ずい lし4じす

るkピ七 lて、通切l亡設主し作物枯l主主聞い地震時α与え静.tfr

も14脅しマいる，

キ主5解す片凶暴オ主的TJ姥計内暴11 者乙1.1区11-::ラ下す kム'うで

あり.当 a結果lτ以下!てiK1eあ、りである。

敵手、伊達産設置姥盤 1てつい 11手.ぼ用法，静的n.O'.動的ニ

〉丈?そ下 E0静才'1[も~殺し、比~拾すt S.ケノ午.SI 4.3 f7lず刈・

リキ-tキも侍ぞいる.

11<. ~台、手げ芝居者後斜面|て勺い 111. 療用3ま，静的ニ求

者 f "f~荷毒事介毛，姥し f 陀索時君、 11 X れ冷~λ 左/ J /，認ノ

大向・搾索時で11"、死仰せ.I}t/.JI ， /，33もイ号ている.

これらのよ kがら，京吾1宇蓬差該主党盤及レ問主Z斜面1"1，

キえ下ある氾判断しTぐ.



. 

1 風子炉建屋設置地需の雪~1E:性 1

4.5 10.1 
10.1 
10.9 

1原子炉窪屋背後斜面の安定住1

第 1. 1図主な安定性の検討フロー

2 



• 

ぷ、 常、手、昨建屋設1:成嘘 11.レ 1~{を桝ィ宣1v'/tぜ替は状、

房、寺、伊達尼設置t主置の，Jくヰ R か鎗車両 l震断面聞を埼~z、11i¥

ん事 z十回 lτ ，フ1< ヰ}~か鈴芭匙世6"顛聞を苧 z、令聞~ヰ z 、 b

回lくすごす‘

手作 o~手げ主主雇背後特註}め 3ドヰ尽か命ら包党質単lr白聞も埼L

2‘9岡~亭2‘11間l乞 I ，1く年及か結五定智伊海副も亭Z.12岡山

寄与z、l今回K青と1.

i ( これらを茸仰する k以-r(/1 't 台リでムる e

3 

魚料ヤ主主尾設l:"t吃盤l守.工許 T'")疑R向禅定，;権下王者色主体

kし、 r 許寺山者海信，軽后、疑照会， /0'>A合嫌疑疋告を伴う

七 E持者~J.震で.下苦p t"疑問す;A合毛主t幸弘可る;経灰)官3克舟F者k

nっている t'" • 在仲代うる例 lて吟併する間斜積1左もう下しマいる.

これらの色嘘ゲ類lてあドづマ司、， 2.1ゑlτ示gdうlて.

耐荷持剖"F-.きいも mずら A---"f;めさ帯r椴 iぐ令額 Lτ、、会 P 、

ニtf¥¥て与っマ除手'1-1'蓬遥設を地盤も概観するk:'K砕匙F者1'1、

A， B~匙盤，下す?仇〕経Tf賀来品 F古河、乙級志管 k 日ヮ τ あ‘

1) ，局粁rT'::J1く樹Tf言々 D~J弘幸盤ザ、砂時している p

~、手'1-1造選背後斜面め地笹口. 4:~非乙して時、手伊達F主演置

内接包開株であ J)0 大計4子炉、l守kんど、風(ヒ Lマぃ T'JいZ21重rf

t挫であるが¥埼の主幹iτ)互lhtl T'd台管n.l/-"空語r~ の段11:堆

需物ザ、?奇術的K冷tTしている。

3 



3・

A 

切取斜面《親探 1'1"、あき -p~'Eし引l'もから Eしら0初矛室津守での

弓D悦程fJ;:で、 Eし311ル官、わ払 7ft-1"' Iu¥ ityする Aん C級合壁lて示すし

マ吋 1: 1、之の勾面てであさ 101凡喜子κ幅4供め1ご兎 9も設置し、 E 

L S6 例以よニ lて /-O......tやする P~ r=.紋 m 会笹応か持主土佐芋昔物 lぐる寸し τ

111:2.'sめ勾秘宅、晶マ tμ 暑 iて幅之%の士、走りも設置す 3計孟l

I-L-z.¥、る。

4 
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岩盤分類

A 級

C 級

D 級

E 級

第 2.1表 泊発電所岩盤分類基準

特 徴

岩石は風化変質をほとんど受けておらず新鮮、硬質である。

凝灰角傑岩、凝灰岩 z主として火砕岩層の下部層以深に分布している。割れ目が

少く、構成擦が安山岩質で、基質はち密である。

安山岩熔岩 2割れ目は多少あるが.密着している。

岩石は新鮮であるか、あるいは多少風化変質しており、全体としてやや軟質であるo

軽石凝灰岩、含泥岩礁凝灰岩、凝灰質泥岩 2割れ目が比較的少く風化変質をほと

んど受けていないが、岩石自体がやや軟質である。

凝灰角擦岩、凝灰岩;割れ目がやや多いが風化変質をほとんど受けていないか、

あるいは割れ目が比較的少いが多少風化変質している。

安山岩熔岩;割れ目がやや多く、多少風化変質している。

岩石は割れ目が多いか、あるいは多少風化変質しており、全体として軟質である。

軽石凝灰岩、含泥岩僚凝灰岩、凝灰質泥岩;割れ目が多いが、風化変質をほとん

ど受けていない。

その他の岩石 z割れ目がやや多く.風化変質を受けて褐色に変色している。

岩石は風化変質が著しく進み、図結皮も著しく低下し、しばしば砂状及び粘土状を

呈している。
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融手、~'f運産設を斑韓政ひいす1者斜面てい古盤 Jp"額トて対応、 L て主

党し行主将試験rL穿:3.L~えの k 針リである. ニサLらA株喰

緒辛1ぐ去 7Fi寺杵同拘抱{富11以下 lて示す占う κ設昆している e

.3.1 籾埠特.~'t-7} 7/-"者岳抑桂

除手、庁主産設を姥曜のお石成、職結果を事 3.Z ~Iて.者1ゑ

併白 OI~括主奇駿緒事t屯皐 3.3 表 lて，両党越の古品尚喜21霊，

r 私正締披露m ヒスト 7“るムも葬.3. 1 I包 1-:::‘表ιE級品皆、

世rt警め物理拭議格発セ卒3千表lて"i"す。

これらの言実\捺儒与~Y' ふる k 、-~手、げ変遷設ま世皆 b 持法

科白同信1o押 1111=， I守I'r・同芽Z仇リ世，.予也TZ嬬止令、、岡京急

である二ビ官、らも R表現IJ't ¥..マ絹拘κ問、、る抑4生活11、常i岩ー

で烹晶子苦言~する.

fJ 針 • A"' 'E. 級品笹.~庁語，表主 m 卑i立 l科官官す l千、使

拘枚能的 ~1要仰牛士守{喜ら向いるも由もする.

0，.2 )垂7童特Fト生

原子、げ達雇訟を同喧で事流し'Fて A~P 級品鮭m 口"/7-'<t-ん

断獄事長 k ぜ伶針白で業姥し下て心~ D ~'þ t7l風{~治壇 m ナロ、ゾ

ヲベfん簡を者毒殺の結来も事 3.2国 lて 1 昨F音問拘賀珂津純ぜん

酎「ド与る法flí 拭裏全信号とも等己主‘ 3 間|て .E紋合壁 • tえまニ mz

恥11:縮拭章生結果を卒3、4図K未す.
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穣葬品Jをを設計1宣uしrτ袴計七行与，

.3 .3 静的~約持担

陸、今、げ遺産設-I:-tí也壇で‘装海し rて A ん D;鵠古韓 R ぴ"'~f1案件

面 τ、‘肇指し fて C ん D 級 m 医U~名櫨 m 品壇~め試再生将来(.ftJ 

縁台車I怯億数〉も芽ふr図lて，酎T帝阿拘J度的静f，ヲ単位ぜん前

lて江る~柿訊酒食緒味も者f.. 3. h回l三， E.~))' お4盤以ぴ、ゑ辻ニの三

和託備諒挨緒者~y.:与る安予うほ救'E.s-oを葬0.7回lぐ'itす。

詩的安三時特持1'1‘ ニボらめ結果「て基ヴ、い代ヰ珂IJ!も向寄付
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しそいる.
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原子炉建屋基礎岩盤

第 3.2表 岩石試験結呆(岩種・岩盤分類別)

岩 盤 升 組 A 揖 B Ii c 担

岩 E 証氏角瞳岩 誕灰岩 話灰岩 |五YE
民 験 個 政 57 78 1日 62 72 26 1日 26 

乾 平均値 .99 .91 2.6日 t92 .59 U6  .60 1.55 

4・ 士量 標車偏差 且19 且15 且日B 且2日 0.17 且10 且25 且15
鞠 密度

自 平均値 2.21 2.17 2.64 2.19 t98 t82 t97 .91 

( ~/ai) m 様瞳偏差 且18 且09 且06 且14 且12 且目7 且15 且11
理

詔零 1m手~ff総長筆頭m~定締i!tii機Hi謀総謀議提出jiijj均!i!!!飽

和 且09 I 0.日5 且14 且11 且07 且14 且11
民

民11<串 平均値 a2  14.2 2.1 15.1 26.2 54.5 24.9 2五S

(~) 
概串偏差 五1 五7 t4 5.4 7.1 4.4 a2  6.1 

験

有効間際串 平均値 22日 26.7 5.5 27. 9 4且5 46.5 37.4 36.1 

(%) 標掴偏差 5.5 5.2 五4 6.8 6.3 五5 12.8 5.9 

民 験 個 致 54 82 10 6日 74 26 10 25 

P 詑適度 平均値 五52 五18 5.25 五18 2.自5 1日6 2.67 2.07 
組
〈回/・】 標串銅差

音
且51 且57 且58 0.34 且5日 且5日 且58 且25

援 s誌速度 平均値 1.86 .75 2.66 1.65 .52 且87 1. 55 且98

逮 ("/' ) 保車偏差 且22 0.27 且54 且24 且16 且17 且40 且25

度
動弾性保政 平均値 20.5 17. 7 5U  16.2 12.5 4日 10.5 5.2 

掴 ( X 10'WoI) 原暗偏差 4.4 4.9 17.5 4.2 2.6 1.7 5.1 2.5 
定

平均値 且5口 且28 0.52 且31 且5日 且59 且53 且55
動ポアソシ比

保掴面差 且日4 且04 且日y 且日5 且日5 E日2 且日5 且05

民政 個 政 54 日2 10 6日 74 26 1日 25 

平均値 218 315 655 146 175 65 140 114 

軸 {見/01) 栂車偏差 89 121 444 72 52 29 65 75 
カ
圧

平同値 14.日 1五6 57.8 9.8 且4 2.5 8.4 主4
措
岬弾性保盤• 
|試 原哩偏差 8.9 4.9 2.1 4.4 2.4 1.9 2.6 五日

牢
験 平均値 且23 且27 0.26 且23 且27 0.24 且22 且5日
静ポアソン比

保椙偏差 且口7 日日7 E日5 且日7 0.08 日日8 日目6 且15

民
民険個置 51 75 1日 55 75 25 10 28 

~I 張強度平均瞳 24.6 26.5 67.7 16.0 20.8 6.6 15.7 14.1 

( .</01) 揮白区偏差 8.4 8.1 21. 7 6.9 5.2 1.6 虫1 10.6 

職
民軸縄主主 3 4 d 

圧軸
せん厨強度内 ('</01) 28 54 20 27 10 16 暗

t!. 
嶋 内部摩国角ぷ【.】 56 57 52 45 58 43 
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第 3.3表 原子炉建屋背後斜面岩石試験結果

岩盤分 頒 A 級 B 級 c 級 D 級

，J 腫 原dl郡鹿51曜版岩完睡5|誕灰品主灰岩割高tFE信灰Eh盟風主灰岩苦睡 ~I曜日
凪 化 状 況 新 鮮 化岩

試験個数 17 66 79 6 31 6 6 33 37 63 8 8 

乾降局起 2.62 2.04 1. 84 2. 14 1. 63 1. 19 1. 34 1. 58 1. 78 1. 56 1. 41 1. 38 

|物
燥 E口7 日16 o. 17 0.20 日16 日日9 日28 日 18 0.2日 日17 日06 日 06

.. 密 度 平均曲
2.65 2.26 2. 11 2.34 2. 01 1. 7日 1. 83 1 96 1 97 1?1 2J 1. 85 1. 84 

理 (，/00 !然 日日6 o. 11 日12 日13 日1日 o. 05 o. 15 且13 o. 12 o. 11 0.06 日日5

平均4 1I妥当主1:訴事司選!峰長:誇1i帰|且路~~:ili:年D 1々5 : i|j議且員1総4I 長且:穣11il:業a経日5主l義a務05 |飽

試 |和 日日6 日11 目。 1210.12 且10 目。 05

股水串 |平均面 1 4 11. 3 15.8 
1日4 24.5 44.5 40.5 25.1 18.3 26. 2 32.8 34.6 

(必}
出偏差 日.7 4.5 5.7 5. 1 7. 1 6.9 17. 3 8.1 6.6 6.7 2.5 五1

験

有効間隙串 1'1'均曜
五7 22.4 28.2 21. 5 39. 0 52.5 50.日 38.4 31 4 5呪9 46. 1 47. 6 

(%) 1. 6 7. 3 7. 2 8.2 6.2 4.3 12.9 7. 9 7. 7 6.6 2. 1 2.4 

試験個数 17 57 79 5 26 5 6 5日 21 27 

|超
P渡速度 平均髄 4. 78 3. 54 2.97 2. 77 2. 92 2.34 2.57 2.13 五日2 2.61 

|音 (k島/， ) .柑国主 0.89 目玉日 日43 0.24 日27 日11 且41 且35 且46 日48

[技 E波速度 平勾惜 2.56 1. 79 1. 47 1. 42 1. 48 t 18 1. 27 1日5 1. 44 1. 23 

|速
(k./， ) 標準偏差 且53 日19 且19 且11 日 14 日日4 o. 23 且23 o. 20 日23

|度 動弾性係数 平均値 48. 1 19. 8 12.8 12. 7 12. 1 6.3 8.3 6. 0 12. 1 8. 5 

|測
(X104kg/ad |間継帽算 18.5 3.8 3.8 2日 2.3 且4 五2 2.7 五5 五1

|定
|平均値 且30 O. 32 0.33 日32 0.32 且33 日34 日34 0.35 0.35 

動ポアソン比

円電車岡a 且目a 0.04 0. 03 日日3 且03 且日2 且目玉 日日4 O. 04 日.日4

試験個数 17 57 79 5 26 5 6 5日 21 27 

|一一軸圧縮 |平均値 14日a 272 5日7 129 190 7日 85 136 147 109 

|カ|軸強度
(I<</ad) 513 85 142 32 57 29 103 72 67 

• 圧縮主;I(係静X1k弾v04d性数) 
平均値 51. 6 17. 6 12.8 9. 8 8.8 5.3 4.9 4. 1 7. 8 5. 1 

学

13.8 5.6 5.0 4.3 2.8 1. 1 2.5 五6 4.8 五5

|験静ポア 平均面 且24 日24 0.29 O. 3日 日5日 日28 O. 34 0.23 
22 5 27 d 

試
ゾン比 回融比三陸 且日4 日日9 O. 09 日09 E口B 日 12 O. 08 。!日3 日ロヲO. 08 

試験制数 14 52 75 5 21 5 6 28 21 27 
!験

引張強度|平均蝿 104.0 25.2 25. 7 18.4 25.3 14.2 11.日 12.0 17. 2 16. 8 

験 (kg/ad) 
|標準偏差 38.6 9. 1 8.2 14. 4 7. 3 0.9 3.3 7. 5 11.2 7. 9 

1)試験個数 17 
2) 32 
3) " 5 
4) 7 
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第 3.4表(1)表土及びE級岩盤の物理試験結果

分 類 手足 土 B 級

試験個数 70 32 

" |比重Gs 平均値 2.73 2.69 

標準偏差 0.07 0.04 

試験個数 75 32 
含水比W

田平均値| 31.2 50.9 
( % ) 

10.5 11.6 

試験個数 41 11 

密 乾 平均値 1.39 1. 06 

燥 標準偏差 0.17 0.22 

自 平均値 1.81 1.60 

度|然 標準偏差 0.13 0.13 

飽

和!標準偏差

1.00 1.63 
間際比 e

標準偏差 0.25 0.43 

試験イ回数 68 31 . 
粒 レキ分(%) 3.4 4.8 

砂 分(%) 56・0 53.4 

度 |シノレト分(%) 25目1 31.1 

粘土分(%) 15.5 10.7 

1'1 30 



第 3.4表(2)断層内物質の物理試験結果

" 
試~験~項~目::::----..':断-層-名 F-l F-2 F-3 F-4 F -5 F-6 

比 重 Gs 3.04 2.84 2.78 2.83 2.85 2.90 

d己命、 水 比 Wt宮司 37.7 25.2 27.5 5ヌ6 42.6 32.7 

乾 操 1. 21 1.37 1.36 1.20 1.26 

密
自 然 1.66 1.72 1. 73 1.67 1. 79 度

(U'!IV 
飽 和 醒 mlmml~[l !祭器il~i~議|

間 際 比 e 1. 522 1.067 1.049 1.366 1. 27 0 

コ 液性限界 WL(%) 65.6 39. 0 30.6 56.4 5Z0 NP  ン
シン
スシ
塑性限界 Wpt幼 31.7 24.4 16.9 38.8 3Z 0 NP  テ|

レ キ 分 (%) 0.0 16.8 2.0 2.0 10.5 9.9 
粒
砂 分 (%) 29. 0 3Z2 31.0 3Z0 38.5 35.1 

シルト分 (幼 44.0 34.3 45.0 44.0 35.0 38.0 
度
粘 土 分 (%) 27.0 11.7 22.0 1Z0 16.0 1ス0

31 
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第 3.5表 ポーリ Yグ孔内PS検層結果

2苦需分割l I P 櫨返m:
(b/. ) (b/S) I (Xl0'見/..)I 動ポ7ソン止ll: 

智信 • A 組 3.3 1.5 13.8 0.37 

号 倒 B 級 2.4' 1.3 9.4 0.29 

c録 2.5 1.1 6.5 0.38 

A i& 3.0 1.4 12.0 0.36 

2 号 慌 B ia 2.7 1.3 9.8 0.35 

‘C 報 2.2 1.1 6.3 0.33 

A 1& 3.2 1.5 

1 ， 2号
B i& 2.7 1.3 

?を 体

c 経 2.4 1.1 

• 
• 

38 
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岩盤分~

A 級

B 級

c 級

• • 

若手 3.6t< 岩君・岩盤分噸乎j1九円弾性;JIi試験結果

IP 技連dt波速型 l 岩 種
P 波速度

(回/.) I (b/・) 動ポアソン比 (Xl0'匂/，，1) {回/・}

凝灰角傑岩 2.8 
2.8 1.5 0.30 13.1 

凝灰岩 2.8 

凝灰角傑岩 2.6 
2.5 1.3 0.31 9.5 

凝灰岩 2.5 

安山岩熔岩 3.1 

2.3 

2.0 1.0 0.33 5.2 ! 合泥岩硬
厳灰岩 1.9 

2.0 

• 

s波速度
動ポアソン比

動弾性係歓

(b/・} (Xl0'培/mI)

1.5 0.30 13 .1 

1.4 0.33 11. 7 

1.3 0.33 10.1 

1.2 0.35 

1.6 

1.1 0.35 7.3 

1.0 0.31 5.3 

0.9 0.37 4 . 1 
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第 3.8表解折用物性依

ヤ¥主主 物理特性 強度特性 変 形 特 性

項
密度 せん断 内 部 静 約 解 t庁 動 的 ~~ 桁

岩
強 度 摩{農角 加 5lJI性係~ 静~l7 ソ ν比 観βl性係数 動ポアソy比

自
誠袋定数

分 rt '0 世 (Xl O~ kg.パ.t)
盤 コYトラスト ". Gd νd 

類 ( I/"l) ( kgパnI) (0) 基本解析
解釘 ※ X 1O~ kg "e"'J 的

A 級 2. 2 22.1 51.1 6.2 6.2 0.25 13.7 O. 36 3 

日 級 2. 1 1 5.8 47.0 2.8 2.8 0.25 9. 8 0.35 3 

c 級 1.9 5.8 46.3 1.0 1. 0 0.25 6.4 0.37 3 

J) 級 1. 9 3. 0 38.8 0.5 O. 5 0.30 3. 1 0.38 3 

B 級 1.7 0.87 25.5 0.04 0.04 0.35 0.90 0.4 1 1 0 

安山岩熔岩 2. 6 1 O. 1 47.0 2. 8 1. 4 - 4. 2 0.25 1 7.9 0.32 3 

F - 1断 l醤~~民 1.65 14.7 
0.519 

防.28(1. 
q.1O 
0.40 

Q，560 
0.48 1. 8 282.8σv 840.6σv 1 0 

その他断層様様 1.8 1. 8 1 22.2 
0.811 q， 811 

0.40 
0.730 
0.48 1 0 193.2σv 1932σv 底追Bσv

表 土 1.9 0.67 1 4.9 0.03 0.03 0.40 0.38 0.45 1 0 
'-- 一一一一一 一一一一 ←一一一一

米コ Y トラスト解析 It、安山岩J;S岩について日級岩盤の ~II性係数平均値土傑準{周差.強度定数ー観準偏差としたもの

※※動的解』斤では、非線型性を考l畠する。 511!性係数はkg/cnlである。
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11. 設計?を笈ヵ

(1) I宗寺蓮月委設置姥笹 A4子主柱列検討lぐ岡いる陀索力主、亭4.

I ;長1-::青ごす.

静的解咋抗均台、蓮月色!τ1'1ヲドヰオ向 K r者官閉煎昔、沖海抜

)て闘する耐震設計義右持金十」で定めら出台メ音ベどんぽ「力投救3

t 1- 1 ~碁つψτ 茸鼠し f< ~セ察力も与え、位互苛向 \1 ， -1字K

()， .'2.t;.ゅヲ安定lてぷる陀震がを争ゐる. "'if i<: .党鎧戸討して¥-1、

11 ~ヰイ智伺ド 0・ 2. をお瓦介伺 lぺ()， I (j!笈煮!て与る党震力も~え

る。

動的lhヰ怖がゆ台.隠れ守蓬珪基礎J送砲で足先きれF悲E字決

定割S2 1て悲つヘ、"<1下前しTぐ入力陀秀言動もそ千lし下端κ争乙、

7 ら 1て、道尾 lく討レマ oλ ，決盤 I~ 対しそ ð. 1内省3二ぅr伺針

決察官主家搾U して与乙丸

臼〉者i主幹也()¥.9c-定検討|ぐ用、、る肉索ガ l-;f"、基Z草同業勃Sュm

長水拘速湾 .370qdも完宝庫代t模事L沢 ρ、δ多毛)I '¥手方向れ与

える e

45 



第4• 1表土也憲司Eヌコ{原子炉建屋設置地擦の安定検討)

検討方法 地震 カ

水 建 屋 3CI 

主 地 盤 0.20 

的 静的

検 F
E 

鉛直方向

建 屋 0.24 
討 M

析解 地 盤 o . 1 0 • 
基準地震動 S2 

動
動 水 基準地震動 最大(g加a1速〉 度 選汽嘉閤
的

平
的 F S k2 360.06 44.0 

方
E SN 370.08 18. 0 

検 向
M 

討解

鉛直方向

建 屋 0.24 
祈

地 盤 o . 10 

地震力 加速度波形 (基準地震動)

(Gal) 
400.0 

200.0 

Sk2 0.0 

.. -200.0 

-400.0 L L一一一一.一一一一一♂--~ (SECJ 
・'--'-'

@ O. 5. 10. 15. 2(1. 25. 30. 35. 40. 

(Gal) 
400.0 

200.0 

SN 0.0 

-200.0 

-400.0 
. ， I ， ， I(SECl 

O. 5. 10. 15. 

3'3 46 
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S. ~、子、iヤ達互設置地盤m 与え柱m検討

$. / 平市]すべ‘リ iぐ対する検討

rS.J.I 検討閃洛

(/) 静材r7iうま

一

R長引ヂ患をお廷を剛体~thtJ. L、建還付作岡するP地震てか

lて与ヮて基設魚台|て特匡するぜん酎カ k基礎鳥越m北

バノ陸片守色宇九万の間味少ら*iE+'1も権討する.

(臼ω之心〉 鱗ヰ#杭十什Tモ千ずデ、い1、1l

餌引相T宅守?‘"Iルレl司τ1‘1 . 之→÷テR原京予t咋乍建差基母珠色!蕗詰面m匙櫨

イφ争類l困司!戸τ 基勺‘‘寸守毛守ずい lル\..{化包し T~Q

H和、，断培r1、いl'・れttmp'、穿いわめ右子、 1¥パヒ Lぞ
ぃH、、.

商取片モ手、lレ団セ会世Iit縄問 b汁比ざ tゼマ 事s.Ii羽

l-:: j:.す。

但〉 問予震ガ

貯汗げよ金~\"'" <3 C工|で基ついいて等主L1それ平震~

」、者1き対伺lてー樽1，令官亙震%.0‘A叫子討.

肉薄ZタめうT伺1字、)1 cヰ健震ガも建屋める返すT伺ぷ方

~、持品うr伺之介伺， 4{;-，志向索ガも上的き片手ゐτい

る
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ω 雑言寸結集

撮れヤ蓬差l士蛇タ言力も作同ウぜ沢崎、 J去最指定]仏前室

内、葬寸 • I ゑf7I~和 1) で、あリ、せん断力庁、約ヲ.74 x 

ID砕かル7"みる. 

第 5.1表 原子炉建屋基礎底面に作用する荷重

建屋自重仰3 2 0 . 2 8 X 1 0
4 
(t) 

鉛車窓震力 (V) 4 . 87 X 1 0
4 
(t) 

今¥え¥

転X倒向モ水ー平メカン時ト.CMx) 2 0 0 . 9 X 1 l (t.皿〕
せん断力 CS x) 9. 74Xle (t) 

転Y方倒向モ水ー平メカン時ト制 y) 2 1 0 . 9 X 1 0
4 
(t.皿)

せん断力 CS y) 9. 74Xl 04 (t) 

この精霊条件lこか7る建屋基礎だ盤めキ巧乏分

布司、決のとあリになっ p

X方向
木平カ作用方向
4す目4rf/.

l 、《てwl. J 

Y方向
一太平斤作用方向

基礎 l 74-"" レ基礎
bzx札叫%/払Z

差ょを予也盤的存搾昆/it和官、ら. えト宰索めをG'a1"ガ()~も

求めて)'J.司、lぐよう吋ん断守色椛刀 RIc.基礎l詮盆]め平危)すべ

J) fi-k手fi，も4きわ下て。判 ρ緒l:も葬ょ，ょゑ}て示す.
48 



一

-・φ

一
か一仇一け
-S

T
L

一
A
一エ
一主""

S 
ーーSj-

者ト%希 m 信7~責

ふ争委閃Aお盤t7I-ti: J...ノ断TY全戸雲

バi' とで、

各寺索阿例会盤m閃幹意操角

て。L J 
、
> cPi; 

ー，

fタ.7/，1.〆/ρφttJ九〉ぜん断力
、
， S 

，. 

原子炉建震基礎恵面の平面すベり安全事表第 5.2

:j: 

荷重の組合せ Sf すべり安全率R せん断抵抗力

X 104 
ケース断面

8.68 84.57 W+Hy-V 1-1 

8.73 85.07 W-Hy-V 1-2 
l号炉

71. 31 W+Hx-V 1-3 

7.48 72.89 W-Hx-V 1-4 

7.82 76. 14 W+Hy-V 2-1 

7.99 77.85 W-Hy-V 2-2 
2号炉

65.95 W+Hx-V 2-3 

6.97 67.87 W-Hx-V 2-4 

Wl土建屋自重、 +Hyl玄水平地震カが山から海、+廷玄は水平地震力が

1号側から2号側、 -Vt土鉛董地震カが担古1きを示す.

ま
• 

最小値国凡例

49 
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u1 
O 

ミ号

• @ 

岩盤分類

A rzj 

J 会ク

P 

C 

司炉

1号原子炉建屋

モデ、Jレ

B 

C 

第 5.1 図(1) 平面すべり安定解析用モデJレ(EL 2 . 3 m) 

• 



• • .. .. 

ミー

2号原子炉建屋

岩盤分類
モデル

A 

C 
F 

C 

()l 
→ 

5 

第 5.1 図 (2) 平面すべり安定解析用モデル (EL 2 . 3 m) 
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'悔

よ2t商用法院か‘待問二点有 Fc;M静静nてきる搾材

.$.2. / 持管す問洛

「一一宇 てア 明 Il"，，'~'::':'!'"宇宙「

禄手i1'連逓該電姥盤のキ完結創意il科うまゐぴ‘静的エ立花

下主同僻1fTj-:: & J) 検討~~守っている。

(1) 荷l朝議

荷l制裁問、 m鬼しrてすべ‘り働l工作用するせん断指抗力
kぜん断つかの乙ヒlぐ&，太夫でヰどめ令。

F エ10・P.， + UJー八/モ〉ルφ
:， I. (ア+Te) 

ことで 巳;す川、リ主子会キ

τ。;すN 1)白とmぜん駒雄元

ヂ;すN り面上向内野均株lh

tJ; すN り耐主lて働ィ華童労

T ; す々 り白主 lて働〈祷保刀

N屯 j す八"り白乙lぐ{勅〈姥索桁曹に与る老主力

T-e. ; す代、?自主1ぐi助〈党支簡をlでお詩編カ

rrお，両ヰキIT毛ず|レ )iぜ索7り1-1. ::;丈 lて~パる静的ニポ干と

f"EVI偽itrr間4まで手る . 
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(心 静的zzZ7モf"EH向ヰポ了

仏 両2トキ片方法

静常「うf法¥-1.抑制同丘.連差白下室，t'吃震労めるオ犬、終lて

わ、ける終宝~，均も神叫下ç:，v!絹併fK'与っマボめ.再れら

も事~k-~1 向索時末、力 E し τ いる。

b. 向寺前主ナlし

静剤了宅ずlレ¥1=， f.君、守汗遺産め姥盤林、来も芳認してま友

する 3 断面もす寸者~'t.し，宅すい I\.. 橘 1-1.憶 ι Of) 1I~ 蒋殻.労R

@ 

守主しーぷ喜一。同..l::しぞいる‘

来月十条lキ11、下元炉問主.À~~介ず荷誓す伺匂'うーヒ

liいる。

• 

遠目主眼か、‘党櫨の毛ず‘lし」ι尽か‘牢素朴宇11す、-}f:.めうト子去に

与?1ニT与。

ω 連産めモデlレ叱

恵子作違差、'1-t:ン建屋，補助建珪m芋索令害小す、

足れ崎、れ円づいマ波注さI.Y¥fて均質忌，釆そ子、lしがら下主

同モテ lレトてを均するこ也y.Jつl下手元 Lマいる。

t) 世世め宅デ 1し4じ

持J盛♂モ子、 1 し\~1て訊 fてゥて 1古、地質前面回 Eエ存可

t 

ì~ 
スdR)
 



e 

iI> 

• 
• 

一

q.見地 lて r ゥ τ 作散しr~ 捨盤φ署員|笥もポ m 与う r1嘉孝 K

与 1) キ~1~IJ1すヰ品し、者乙S.之国向者とよ4図lで示すよう f.r

鱗剤n明寺者砂学j聞も作成しTて.持1て、厚手、げ建透設萱{-Q.

室付iIJ:，の~表 1字、内盤問点、力主詳細l亡す全討で‘きる与う先m

4トi巳し1いる。

( ~寺再をのぞデ)レイk悲手〉

i) f季、ろげ建屋基礎1色白lてき特砂時すき号脅r1.首域主ぜ色 p 、

混同仰のJ脅片的 1て採託する毒メ脅 1手 写!，.S.3 ~長 m 悉孝 !τ 佑勺

てぞヂ1し4ヒする.

穿 ~.3~主 事層モデル{乙基準

基礎底面利 等‘層め寸:ま

の ~IH雪量~ (同) 厚ヲ (m) 寸をき (m)導層モ析しに基準

Oぐ R ~.:xフ Z ぐ $<  右こ言t品 RI古.f:生寺tl'芝A.墓

-$0 く R.::: 1∞ -5< 1$ぐ

点J，投1色面ずら当該多司?打、 m
lE信!nt...薄，1f苛3色白

l雪空宇 f~'1. -tc~ '"ぃ守れが
100< よき壬 1.5ひ 5く 00< -~ .g""ヲ尚之さぷれ，.1'・.毛手・

山，~'"汁与vする.
7S0ぐよぎ /0< so< 

比〉局所的κ減止す予三きF昔17<.数判的問τ・・技数佃存在"p場命11

当れ勺もを錯する Jう lてそデ/[，似し，それらめち最もイ色作品会級司 .:i Q~

L 1さヰhbする.

i立〉 ι 級主主体ける、足授す死者申 lτ 令さすt る A が~OI 七五キ嘉

m 芽稽11. ι約 kしてモ矛・)レイヒする.
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(前月昔 m許ゆ基t草)

• 

i) r -1へ， F-60¥主零断層1.;1平均q雷10明程恵7あるが、幅 f

令lヒしマ評価し確認託回J.(.モヂJしfにする.

Lt) 予め(也σ.， ) }、断層!d.原子炉蓮塞基礎1首面下に分Fゃれも仰のん焔

/切 kしマZ宣言足畳間告でそデlレイヒする.
e 

C. 地震力

原子伊達湾L7 -t;シ逮雇用ひい網開手奪還1:::I"d-. δ 乙工

lて基'7"いて導員乙しTそ内需芝ガ乞長1き苛伺}ぐー椋日航草案烹

O. .:z.q..ちL向き kfトιている.

予也管 lて 1耳、フドヰ震~ρ. .z (山ずら 3各方向〉、q'a-草案f雪

。、 I ( 主向き〉を --~Iτ 子丸小、る. (f， 4.1~今奴)

4・

ゐ 雑言すけ p ス

雑告す庁-~ I"J、界ム斗表及 L介、，以下 lてヲf;1 'r.ルりで.，A五.

()..) 基岸両手件

暴利砕がn千.原子、1-'f蓬疋lぐさ[交する 3断面宅対象k

し、静物lで|詞¥，る金制特1'f1"1.訓練梯ほほ数の平均値

主問、、ている.

) 1くヰ地震カの i下問うT伺 iす殉脅か創キlてう)i;f~d I亡傾斜す

る間斜矯itを芳して、，~ .:;...与がら lすili'J( y，，-γlυ)} 

1/~予WJ (ルー'h!:.)断面で‘ 11山ザら舟r::.向う方向与す

るq ~ fて、 1~ :2 す( x -x・〉断面Z;'Iすぷ f打、~ 1す

a 

1、
民
JRl) 



.. 

瞥， 

。

ー

"ll 

iて伺がう方伺I>lV'u ~ ol進ぅr伺 kする.

nお.~亙内?霊力 l守、主向き乙している.

b) コントうヌト僻1Ir

事Jjれ目 α弔i室状況下vt下争的lぐマャ事長TJるキ心者咋舎
の j守、う、ゾキめ都容も検討する「て初代、ぷイテ1~リ( \þ.e- 五~)

跡也 lぐつい-Z î虫霞主教ー滞2草l局j色 I~桝生 i宗教めヰt可{左

士棒、う取締主主i刊、Tてi静内も行守 τいる.

地索令0)¥干問うr伺11、悪品向ヰ州て葬じ、る.

d う手力角存叶

1せ"1ぐおヲマ砂時する昨希同キ，%，].:f¥て与えJる地下 }Jく
炉格容も姥討する伝的、 I3iq'J (Yte-y，n前面 1てつ H

τ、性tJ:帯主令む匙笹川仰がゴ字問 l1'¥'t.しマ橋桁を fす

っている。

Zセ完Z7 同 l判明示ケ伺 \1 、基~降;t!rlぺ孝じ‘る.
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Y 1 C - Y 1 C ' 陸信E軍
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. 1号
原子炉建屋 タービン建屋
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哩戻土

耐V

ド 斗
m
 

n
U
 
FO
 

。 50
m 

」ム」 祭事 5.212ヨ 聾b白勺 F EIVl角写本斤丹弓要望き芽~多予言詞区沼
会多白勺
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原子炉建屋 タービン建屋
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。 50
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100
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EL 
100m 

50m 

-50m 

-100m 
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-200m 

Om 

凡 イ拘l

明
一
時
一
時
一
隅

-250m 

A n;安山岩熔岩

祭事 5.3~ 受む白勺
喬争白勺 F E l'l11:角写本斤F円蔓要事事きタ三時到~
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ド

。 50
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」ム」
Joom 

1号 2号
原子炉建震 補助建屋 原子炉建屋

56501' 

第 5.4図

三ζ 一三ζ' 隆fT[I霊

EL 
100m 

表土

50m 

Om 

-50m 

-100m 

凡 伊j

-150m 

配色 岩盤分類

A級

B級
-200m 

C級

D級

E級

断層
-250m 

4 A n;安山岩熔岩

軍力白勺 F E l"d角写本JT丹弓琴妻美~タ予言興I区~
奇争白勺
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ヰ5.4表 静的下 ~M降irlて J るキ元検制ケ-7-.

を栴iT予 1ぞ骨E力品4下l両方向 理1者1kt 偽 考保桁曲面
思柿1話 ll~ ~ト 街亙

1 ーすH"J O 山93毎 上向 Z 

Cy，ι-'M) O " " 
， iflril脅 1~7刊3t"i!下い都事

O " " 
。

ヱ今1~JJ
O " " ズーか キ.Jお協同fう1害(Y2ι-y~~) 

O " " i.，.i¥'" " 

I ̂' 2す
O 1号71号 ，申 χ 

(X -X') 
O 1号←2-)- 。 " 



‘' 

-ー

。

キエ

必乙z湾計稀来

CJ)基本併科f

常、子1ヤ達JをK 蓋与とする 3昨函)ぐついで。局叶字企徐敦

_1責も号FsS聞に‘除手、作建屋iす止の局fIrキ企i者敬色等

ふら岡戸署~t. 9図lて，すバうえ子会年 Lす付う白tIl1主意右

手S，IO図~者!".t.l2図 1-::示す.

とれらを芽約する k以下 0. lt 1ヅうでみる.

α) ぃ千れ m町戸文 lぐ恥いマ七、 ffr，子rt逮尾悲設t憧で

局怖キ金保数-P'"， 1 、 0 も下回る浮雲 11みられ f~ い o

b) iIi}を;tll局ザT主こ企i元教r1， '}-ピ‘ン建屋直下 t7>F-1

断層で o、7程f雪m穿委戸、ぇ街叶みられ行 1"1夕、 ぃ?似

も/ρ 以 L仇曜も-;j:している. fU7'，下-j前ノ脅lペつ

いて lτ‘ i司土色危櫨()¥fil計p与kf号数か、十研犬きいこヒ戸、

ら進行持政壊17Ilf.千る持.}lOTr，、けIJ前レ1に

乙) 1 -5-j~~ (百c-μ) 前白 (ll~を d、すぺ‘つヰニ令年 11 ， F-

J匪fJ;脅lτデ討すバり砲で‘療用意l-"'J ') .5-. 7 ，持月下玉

川 l持者TJ~J リ 4.s ~ fJっている。

必) ~ ~テ WJ (じc- 冶~)I!ケ面 mj量、j‘ずぺ， ，主ニ金手IJ、晴子

、防葱淫基礎1盈白1てデょうすぐリ危)でぽ用法ド占リ 3.0， 

静的下 Eパ向井物lτよリ /0，.3k作守ている。

~) / rJ λてテ()( -x' )前面 m最小すぺ‘ 74L会キ11，f季、
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子、け遺産基誕揖宿lてヲょうすべ J)11誌で‘l慣用法iて与 J) 1:，.3， 

神的下手川向寺村Tlぐ打川'c-rトマいる.

ω ゴントヤ zトi詐称ーキm指1名指の郁容一

乙予震予妙蓮J差iオ北l亡命]'ktする苧Jt}t邑め蒋透;)t、北-tJ"計

品的 1て~る ß ~及。キム拾1各危 σ拘p陛 ~jdl 1¥"ぅ、ゾキ aお零

屯持告すする Fぐめlて、 Y).C-Yz.d臣町面iτ つ¥¥τ7急魚え数一様

葬編差 I T也i到来数の平均{直主操ミ草踊走州主も岡、、て玲討

もf守っマいる。

給討緒~lてよる局十fr午をほ数主穿 ιβ図戸穿 .，t， I f.j...阻 l亡、

すペぅキ企キを葬.s./ I困lで示1. 
Jれらも牢仰する k以下 01 't.おうであ吾.

α) キ山合協会(7) R711rギ~i禿数lす、基本両手不(丁さりヤマ{白

下する折、 l守|ずJρ 以.t..0¥値ヰ示 L1 C，級。軽后荒't"fK

告も令め!(t1I問iιの匙健司局叶キ企(奇数t~主~解析乙

l守kんど安らrJい'

u i量、)、すペリキ会年11、静的下 Etv1解材flて与リ川 Ib 

n っマドう，基~角ヰま片足 1 '1)'1'をらn:ぃ。

(3 ) う等力博物-l!fr帝1て汗する地下 )1くめあ害一

f す煎手i1'建~{す.ili:.-I'::171¥和する師F脅iく汁すき地下rl~ c7) 

-!)宰にづいマ検討する Rめ i亡、予見オ犬‘姥下 1j"以下m世町局を

令之、色盤lてう寺ガザ作吊する唱しT-ご才能すをY，c.-y，d防白lてついて行

っている。
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球討結-l:1てよる除手1ヤ建屋付止め局計Tキ金保教を穿 S.

/S 1宝11て、下--3 lt町培m埼昨年金1系教も事5・jる回 l亡、すハ‘

リ号念寺も亭 ~.IO 問 K示す。

これらも寺約す吾 tTl下め kあ1つである，

氏) 防局'及 FR者手咋長室産基詰を匙笹の希昨年金冊数r1，基

キ砕片与 J) 々々低下す吾傾向 lである炉\基本静静í~ 問

称、下-1防活でア前首時 lて /， 0 も下回勺マ、、るは 1j'

下-3酎T}者宅令めい守山主 j，O 毛上回づてい九

b) 義、]-1" ~'リキ~キ l手 下-3 ぽf}脅 lぐおうす~' J)白で

静的下草刈併がf1:J ~ 4ケ'tfJヲ'(h' り基本係11r~ 去

らT正い . 
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静的2次元FEM解析

すベり茜1慣用法
茎;;1>:解析 コント苧ト|コントザト

解析 Zーσ 解析 z+σ 

Q) 10，3 

② 8.5 11.1 1 1.0 1 1.0 

{金 9.8 12.5 12.5 12.4 

t奇 10.5 13.7 13.7 13.6 

図:最d、健

地震力方向しー

2号
原子炉建屋

• 
ー 予ミ子¥

第5.11図 Y2C -Yzc 断面すベり安全率
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ー=-=-ー

額面すベり安全率x-x. 
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Y2  c-Y2 C 佳子百百

詩的ま皇形解折

〈コントラスト解析 支ー σ〉
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刊

ふ3 動的ニポ予定下~r1解#r l~- .}る給討

が .1 桧討内添

ひJ 静桁す3去

向ヰポTすラ去11=， 11.辛党予言勧2ぷ K対しτ駒同下手川!鴇;f/f

(鴻煮た塔ぅ去)Iて占りヰどめ校耗主点、カ k初期姥乏，建屋

旬菅‘船霊肉察力&;!Æì.才f 健、 iてついて静肉下~~降杵 lぐ 2

り;j<め1た認Eたガ毛量点令せマ伐?宮崎式、ガ kしている.

(J.) 角恥行主デlレ

静材Tモデ lレi也、除手、l守葱雇め'qt手ぞ屯i亘るえ酎iiDくy'e-

l'~ ， Y2C. - y~~ )で‘あリ，偽11千001"'-' .浮才E.L -200挑乞し

'1..ぃ~ . 

定月十~Iキ句、下すも粋ほ手足早 I 1~怜屯エネ IL ギー伝i主

命存弘しマ、、る.

Tせ櫨♂毒三者必.fiJI言、詩的解材rIt IEl L'‘も α 包し、 tぜ笹m

4静的特注tl τIS' H苦手を、逸品z、、きさ告め返している.

主昆仇~索令制 1子、令違屋 K ついマ設主コ臥 3N 官主ノ

表モラ、、 iしがら下 EMモテ lレ!々 を禄するこヒ|て J1作市し

τいる.

降ポTl有卒者ゲ争J闘も平合、2図 年 ~.J 図 rf下 1.

ω) 地震7り

党脅か 1'1、場!"4-. 1 表 lく禾 1 't 1)~ 、基華同案勧$.2ど
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ぷ式Zノ $N)よ茨宅問、、τ、、る。

解約モデ!しあ白(E L -200 'Jrι〉での入力伐窯勧11、場L

0.17回1て示1"rわリ碁E車内需勧m先みきれT-d季、手'!-1建屋

碁最1詮面(Eし Z.3 1IL )ずら下 E:r1老子 1しで、車氏、容を行

う二 ~Iて手ワイ午前Zlている.

fJð-ヅ.~古亙?吃震力1'1 ‘建屋ド 0・.2.'!- ~世越円。、/毛」二

伺す lぺ与九之いる.

(料棒討け'ス

静的向寺村におい τ義も議ぃ、|号制(百c-YI~ )前面 lて

ついて撃が鉾，}生保主任んも聞い， ).主孝提案骨Fょ (sん.P/>I)

Zぅ授による持討を行っイいる.幸和 a 党支持m党笹a同'J

柱l~下も考薦、 L -Z 0.8 Ed.-を問、¥基孝搾笈蜘Jjs2 K主

る樵討をfすって，.る。

7らに，ぇ号制(五ι一五二)'A!r面 lて勺¥¥マ動7単泥仕叙u
2問、、悲孝地震勧fJ~z. I~ 占会神討もf守フ τ いる.

検制け-1.も穿s.sAミlて禾1.

77 



..rr 
~ 

-...j 

∞ 

a・• 

入力地震動の作成 動的FEM解析
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第 5.5表 動的FEMによる安定解析ケース

動 聖書 世主 係 重量. 
断面 入力地震動 鉛直地震jJ 岩 重量

Ed 0.8 Ed 

Sk2 上向き O 
l 号倒

SN /r O 
Y'c -Y'c 

， 

Sk2 " O 

2 号側

Y2G -Y2~ Sk2 " O 

Ed 第3.8麦に示した物性値

• 
匂
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o.3.1 減計結味

(j) 陀越の索犬カロi童話

基1手提案勧，$z I~ 与る事合同ニエ究元下 E /II\時坊の佑呆件

られド長文抑止声IlJ¥梓も穿 t.IB間~穿ょ..20図|ぐすて1.

最大抑止1t)-:"ついて宰約する k以τ同 Y あ'リ守、aる，
(). ) ;;.2 ;2. ;皮(fJ長z，FMJ，剛，}宝差(E <>l.， O. a E，，(， ) ，陀官昨白

め湖..tt:(/す，之ず)1で汁する検討めい下取 lて与って

七長女ガロ丞芦壮奇 lτlづ、 l~ It N k，'‘差)'1内られu，¥

日 程トケ-1.. 't七 A，J3綿匙盤も主体ヒする、よ砕合局 Z

ヤぞ{色戒レ jミF音1寸阜で‘ヤマ堵荒する傾向r広る。

θ) 姥盤 m長支ぜん前応力

-l孝刊震勧S:l 戸 3る勅同ニエ文子t下'E:t1 i蒋叶 A 結呆f与

られわ最衣ぜん区trゐ刀小与も穿，5.2/]百~葬ふ23国Y--7K1.
最古吃ん芭庁fo'労 lてづいて穿約する k以下 0) ~ 1>'リ τ..み

る.

か7 右、け F ス k 七匙笠岡の大雪作/~{ヒ 1'1のら此trf いかれ，

t~定ヰiすliL で安 l じM られ、殿子、服役蜘白 1寸

lh:.で(町議する傾向折みられる.

b) 1昔.z k-，s' /V の比較で司、~{本l"(f!かのすがl‘犬ト、千、\

fx-J宮(すiιτ、11‘ぷぷか"-，ヤザ'f--ト、傾向κある.

ω f&A ~ O. ~ Eoしの比較さ・lマ.EJ. G¥方が、ゲヤ犬ト、
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l¥!自伺lとある.

01.) I す Æ~リピ￡す倒の困T白 lぐ与る油玉左l守、あきりみら ckrb'. 

CJ) え9tfrキ企i手数

J主導士セ見言動$2Iて与る長、j、局咋キ会係数砂キー受も易

$.:<4回 lぐ、階、否、~t蓬丞A寸iιめ長d、疋]甘Tキをほ数も者~.s.2S

国~葬.$..2&回lユ，下-3助活め長，J、局昨午令i末転も茅ょ.

a.7 ~ ~3D図 l亡す:す。

ぷ〉 い千れめマースにおい τも除手、Jl'蓬進基礎匙喧で局

背T有子在(奇数が、/・O 毛下回る号Z者l芋みられra:，¥

b) f すj~1 ?l F -I前橋，下-:3前月者 I.'・1主〈局村丁的lてM

も下切る宰君子hあ多.

心 下-J防庁z、1'J.基孝尚号室勧SI'IOl方p'"，-5' /.2. J.ク，

々々、トマ< E..t 0>づfp，.‘().多Cd..主リママ小才 f.ri車を禾

しマいる。fJお，局ttrキノ金保数11'''ノ，eJを下回るキ季、 l千

;j N， Eolの条咋で、 jつb られるが字$.3/@ t7i包わっ

瞬間的iJ-tめである.

ぽ)すベ.9キ会キ

基E草姥震勧，s2. Iて与るそ?権討ケr スのすべ‘リ織のほ章

弘ドす代、 1)キ念寺也専:".5".32国~ヰ5.33問|て示す.

すN りi与をさFKづいマ宇約する k以下 0> ~ t，. J)である.

0.) 号N'l( 'fic - y，~)前信1 0>恭d、すげ')半企辛11，;: 11/ 
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1亡与る場令τ、、基礎!益活古代市うす N リ信]で//，3 、F-J 

昨橋)-::う古う守川り厄Jz.‘4，.3を末して、， .;;， Q 

h7 λ号制(活ι-Y2n lOr面m最小すパ1 リキをさ十1"J:， J!μ 

i て与る場令で，~季語E青色下デ占うすパ‘ 7 自〕ち J2， 3 を宋レて

いる。

【S) 除手げ蓬屋0¥7丈下

基孝尚宏勧〆ユ|て J多目宗寺げ建1量的戎下川すす号検討

結呆も静的両手休日結呆'd宥ぜマ事 5.6柔)7京7.

こす， Iて与るに是主予i.'f遺産設雪地盤174E令主主7茸の

恥る戒下毛主す"るこ乞1'1rト‘ι考Lられる.
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動聖書性係数 E d 

凡 例

基準地震動 S k 2 (上設)
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2c-Y 2c .陸IT[罰でY

S k 2 

Ea  

基準地震動

動弾性係数
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1 c '建汗豆雪lcーでどヨ:r

Ed  動弾性係数

例凡

S k 2 (上段)

〔下段〕SN 

基準地震動
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S k 2 基準地震妥I
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E d (下段〕
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Y2c-Y2c'民汗E百

基準地震動 S k 2 

動整性係委主 E d 

E号

原子炉建窪
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主主司産

地震動

SN 

動弾性

係:1(

--¥、

¥¥  
¥ 

E d 

Y lc-Y lc .院Jitm 苫~ 2c ーヨ~ 2c .院Jirm 

0.8 E d E d 

¥、

¥、 L¥)卜¥¥ミ¥

、
¥ 

錆事 5.24Bヨ

凡例

理 fsく1.0

圏置 1.0壬fsく 1.5 

受b白匂侮事者子 土色定量産修司F 轟費t-'J、長毒月斤雷号壬~-f，系婆~づ:)-持軍一一望書E
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1 c .珪汗豆冨lcーでrヨデ

， 

、
動的解析

E d 動弾性係数

S k 2 基準地震動

震直定炉

号

子
l

原

タービン建屋

(¥ 
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- ^ _.。
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Y lc-Y lc'陸ITi面

動的解析

動弾性係数 E d 

基準地震動 SN 

i号

原子炉建屋

タービン建屋

5.日
l//'4.8 

I 5.9 I j¥、 /ー‘士、ァ(0.0/¥、 / ー・-I-.-I-.-T.".・末、I_.. /，.国¥| 5.9 s.ヨ S.e 5・ー2 

5.9 c.a 5.9 5.5 

4.0 4.0 3.9 / 
，. " 5.1 て4 己.a 5..! 

4.2 

• 4.6 4.5 4.5 4.5 6.3 メ¥X 5.3 6.5 

O 50m 100m O印は原子炉建呈基礎周辺岩丞の最小値

第三55.26Eヨ 雲iJ白台売写本汗 土色宣言~H'手五麦 /j..... 長号完fi'*歪主主4系美女匡ヨ 〈ヨ三塁空音容づ::r::>
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動的解折

Ed  0.8 動弾性係数

基準地震動 S k 2 

屋建炉
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ヨデ 2c-Y 2c'怪汗E雷

動的解析

動弾性係数

基準地震動

E d 

S k2 

2号

原子炉建崖

• 

ターピン建屋

i、、

O 50m 100m /
 

0印l土原子炉建屋茎実周辺岩盤の最小イ直

刊
主再 5.28~ 霊方告さI発翠走汗 土色雲雪量善寺斎受..rJ....定号完汗雲とぎ主主壬系婆交Eヨ 仁三E芸書き壬詔づ三r::>
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動的解析
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易5.6t.~手作芝還のヲ丈下に討す否殺討結来

広什 合 y，ι-L' Y2ι-EJ 

ヰ g l号夫? 2号炉 l

iえ ム 1~'j
c>>、 /・3，，.( 

2.0 

手 下
静 圭 :与 f~'j ?乙岡 今 E同/. /. 

不等沈下呈
と.. t o. I c.明O. f 

自句 日寺
会ヤ '/7伊J;OO行員 '1ぢ，，".000

員千 ;克 ι.¥ 1"-'1 -t;.7c川 -3.吉間
主色 下
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る 常喜tf'9:芝居者後併話)0，キ之はめ搾討

る/ 南問3玄及び・静的三本子モ下 ~M併前iて与る搾討

6.1.1 持主寸内長

(/)得手Irうf京

院予沖去を芝有利家斜面の具子主はもt質問去f，z7;-'詩的こ式

記下~ Hi砕杵I~J-) t令苦すも竹ヮτいる.

ρj賓嗣戎

f震問3宏司、同執すパリ白芸 1でJ リ行。ている.

き十茸ョえ1.:1;~l."t二示す通 1) てあゐ.

五_-E.芝(cJ/.....(vJ倒 (J.-.s， -t， lAf L1i > L (;1 -II-v"昨同d-Us.Q}七似φ〕
:a: {R(W.di礼町 --kvt旧"Ld)+ゐItw・手}

ここ2・rs:すベリ宅金卒

R 寸べリ行V'I手径

W:影向a全霊L宣

告;鈴喜i震建

~;永平察局

ぴ;苓肖めすべ・ I)!量ヒ永平面司なす角~

s...; 帯肖αすベリ歯切与もさ

与:寸ペリ門V'I'lj1，¥:.'力、内等南国重，，-=a'有益遁淀誰

Us;執同ベリ面l工作用する単位計三号J商徐妊

c.;帯均のすべ1)面上m羊{立美さ当1)粘着力

φ;苧肖σすパ>J面にあ;11".る内苦博司葉、角

以正す.素，/、すベリ宅金字l.::t，発え得る今くめすべ1)内孤に

ついマめ言十茸力、内需めている.守ベリ円高見m設定1;;1:，判圭め

中〈F民間隔 25"):司Aアの搭手挟l工配し、ーっ♂子育正中ぺ点、

司、向学?を王宮間以下の商高ず増相手ぜマ行'..，""ZL‘る.
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t) 静的ZPR右下f..M Iて与色 ~~dfう肢か)00 セ1'1'>1'仲両手計T

両手.ttr方法l古、初期尚在 地7主力 01~ト杖偽 iておける荷

主~‘ガを静月下 z 川非加ぅHキヰlTIぺわ τt~d7¥、可れら 4

trT令Aどマ党索時jb刃ヒしている。
す下 ， rミ倖)Iて JJ)内世炉、使如し、うれが生 UるItL 

1ユτ均や|τ¥1". ~界引内ヰ約仇 11 11、¥"¥0 t弔問 S¥O'̂'静物も行勺マ

" ¥る。

(点)輯杭毛守、lレ

係学付乏デlレ1守、 白ぞぢ斡白ず最長ピnる@ー@区晴]'" 

切取付白が議長与t1令①ー@断歯も対象に匙憧ゲ事現lぺ若ド

プ‘ 1\ 1=~父 L τいる，

モ子、 lしl"d， @ー@前白1・幅約去40例，者〕ざ約J.3O}1(. ， (f)ー

①前在J(:.'Ilも約3bo世.. ，あす約 'J() JIt 乞しマ、、る.

F~ 川静祈め恭平ト争仲l守、下方がい l司jE"栂けが荷奮う『

伺ローラ-It-lτ、¥~ . 

前ヰ桁問委L索令事IJ闘も亭ιII包~葬ふ2l'!llぺ示1.

(3)地震ガ

党震カ|守‘ 1)<..IトゴF伺 iてムヂら原子沖丈芝屋}ぺ作1うづす向乞

し、基モ草tゼZZ事ガムの設大方ワ丞たよケogdも震芹川実1干

しrて0，<33刻字問マィる.
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(手〉姥下，1くj主

地下lくほ峰、葬 2.10阻ん手ぇ 11団代背ごす与う l亡規ttで

lす危盤同町(合いほ宝lとある。

静物lぐ i笥いる伐下~{ ¥並 1手 場校，1くは k犬雨jぐ Jリ地表

白手?れi世主設iELTて場ゐ(1に雨時))てっ、、マキ全討しマ

、、る.

(の検討ケイ

推計け t ヌ口、専 6，I i夜nu-'以下両 k恥 1)下ある.

心地宮崎

間下1]¥ドE買収、♂枚、f'S.7."探索ガが‘耗主しrて場令につい

て、。-@)前面ふレ①ー@断面 1" づいマ/~閉ま肢か、・静

的下手川均め格杵も行ヮマいる.

b) 大雨 内実際寺

?に雨 1-;:& 'J t'地表白以下《地盤会4ネザ‘佐和レ、予言台ヤV

lt¥:る¥t L 令状、能で・探索ガ11'"耗主 Lfてず号令)-=づい之、

@ー@前面 lてついて、 r宵l司3玄 1静的F下川t手持政ぴ 110

T.e¥'lち10仙 l可制irte.n守-z..いる。
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第 6.1表 慣用法、善的 FEM安定解析ケース

検討ケ-;z 地震カ 地下 解析法

断面

内容 震度 水位 慣用法 FEM解析

③ー③ 地震時 0.38 E昆11¥." O 線形

地震時 0.38 E更， ~g O 線形

⑤ー⑪ ~形
大扇・

0.38 地表面 O 
地震時

no tensl0n 
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6. /.2.給計佑事

(/)内索時KJプlする@ー@前面及ぴ@ー@町南 A 推計結来

1"1-、 伝え下品 k手ずりIz:TJる.

惰l羽7:t.:乃グ静的ユ未定下 tt1 ~再材TIて与る最t/、す司、リ~

~キ í1 付つ締め{主をも争b. 3 I司~者[， b 十回lζ示1.

静的エエ宝石下 t ，1;¥保初砕昨lτ4る局汁キ-i:信教を事 6.

S岡戸署1.，6.6回lぐi}:"す.

これられ与る包、最、i、すバ?キをキ}す@ー@陸IT面で 11、

高岡ヲ玄で/，sl. 静内下主川静剤Tで/、64，φー@断面で l言、

高l司?玄τ叫 /..s/ 静悶下主バ縞宇trて、‘ 1.ロltTJっている.寺

f-;:， 7'奇汁キ令l手教11 ¥ ¥干れt/‘ oモ上l訂勺 τいる.

(2) 地索時四時ポTで・9ミレ¥¥~ iキk向ゥ τいる①ー@師走71::: 

つい吃大雨 .tマ震時"d貫l司法 p 静的ヱユ天王rf-同傾斜件

市丁ぬかいo t~VI ぅ (0ル色ヰ剥T も f 守、 τ いる.

措陥落ぬか‘骨肉ニ;'7.iC f f r-1時材TIて与る最小す々リキ

会きや ti村・リ線め位置も亭 b、41司iて.静的FE川静狩rK

Jう停ら t(lf-:: 1市/f:t.会保殺を字る，7回~手6"B@l<ラ亡す。

とれら lぐ与争也，長、i、すぺ‘うキ会キ¥1:、 t宵嗣悲で /.3/J

~~~<if泊桝片を‘ /， 30 、 ho ttMZiodヰ材f7'時/ぷ ~TJ 勺ている。

1 T-::. íi右前キ~l税制、体制両手本けで・逸話之しそ j ， O を下回

って、、る狩/71"-t'" --fpのられるやや、¥110 t~ lA 51' o~再対了で 1 '1‘

〉め占うtj;)tぅj(11みられfJぐTJる.
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切取斜面

国最小値

( ) no tension解析

" 
切取斜面{全体)

条 件 安 全 率

/1 
慣用法 静的FEMt.去半(m径3 R 

地 震 時 5.74 5.82 145.60 
大雨・地震時 5 .0 1 5.09 (S.O~) • 

) no tension解析

切取斜面(炉心部)

条 件

地 笈 時

大雨・地震時
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ー..
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慣用法

皇.71 
6.29 率一…一一一…

半径 R

91.00 
・J

(9-@断面

地震カ方向 一一一』

( ) 00 tension解析

ー... " 

~ A • C 値

r-zzl 8 M. ~ . 

EZ C tt c • 

匡ヨ U 岨卑置

仁コ E 蝿 Z 値

仁コ ー....暗r
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A. 庭山信病竃
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μ )，¥、ザヲブィ lレコ >-7リF トの与昆玲討

が/ lH号本町内呆

当耗管#rで1'1， 蓮尾う引委 l て }'\\J フ~ 11"コンク 1)ートを

設をするユ巴 1ユしている.

昨ラ 11'惹荏設をtセ盤ふか・同lJL斜面的 FTK美子足首科1T結

界昔 7、背伶 m信程 a局fIrキ企j春季実γ十分天寺、、ニ弘が

らコン 7 ，) -ト』お喧 m付着力炉十州勧<，}うに品1fJr.

脅工するnら11". }可¥γ ケアィ!レコシ 7リ戸ト 11十/i]キ鬼
nも仇 k汚える.

パモ 1'1，コ)-7リーい舟1堂前付着力もゑ税しR条
件も需主しf亡陀索時α転倒lてクて「するキ主+t"":p安打も行う.

(I) 隔剤Tう「ゑ

2十Lマ間lzf付N.、、ゾ 7-1 Iレゴンフゲート&11t:言李前面 I~

ついマ、コンケ/)-ト k合管の付着ヵちお殺して、静子

、昨建?をJ委譲lきifull<か上信)レペ 1しの O点，ヒび点， 01モーメシ

トめ-， ，)令、、ヤ¥ち地震時m転倒κ対する玲討を行う.

(~)係材T用拘J1:i車

0.) コシ 71) _ト政ひ、、 f~~/J品E寺内単位体F震を守主主れそ・・

す¥Zιt/c.1tI3， 1、3すIc..，.，' kする.

t) }\'、 γ ケフィ IL コ~ 7 1) -ト1"'-1字、半ι?団1':::示す与

うlぐ P;:; í シガーもわ凡 ~v ，v今斗伶で艇を-r~ニ b 弘
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之 。'
CELIO...) 

/、宇Jt

レ人工のと包がら、六、 vケフィルヨシ?J Jート lτ11、キFr

託の Pら寸シゃーち設をレ‘待て手1宇主主7委に1f)宰ち及j手・す

こ'l¥1庁、、包売えらね.
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ι.J -7寸第工

63.1 ;主面{来言受工

Y号、手がえ犀背後斜面 I~つバl '"d.. ~子定解析 I~よ 1)t h-J'なキ全性

主者L司、、るユ'(."'t.万宣言え.L午、るので料士襲、Z見集1-;1.t'"J"、x考iられる。

とかL、宇全L6)ifJU貴J、竹刀制斗屈を伐のよう ToJイ七宇和も

Yづ、、乏うえ面をほ設す占，

EL“知i大干のうま面勾芭G"/:I・2のバイ紘若笠斜面1官、
C， .，去将7ンカー(住/.Jん.，):J.n/Jn ‘長υ. S-~/. 之が， 1 今~1 )で

拾い、毛1レタ 1し収け l寸()奪:!~ ~)>t .s-O 7J11'I )tω1m，. .φ-.Y.2問視

の;皇子守寺金網入リ)毛lv.~コンク 1) -~法千千工(恰 :.<0 c.l>! X高1

M 仰の達矢筒コ γケリート索， ) I~' J 1) {手長寸ゐ.

互に‘ EL“反iえとの域面勾西乙/:之.t"の T"'E拭岩笠在
v段丘t'i在積刊の制面司法祥寸ン舟-( '1をア-IJ Qtln， -1ミτ

c、件。、6m ， J 'A-/mリ('.辻'"， 1Il1吠うれ千工(邑怜 100ωJI
t Ito花，銅製77孔戒イす梓)1'(';')イ手戒する。

，主面イキ設工的計混j平面図工事 6、I{)I罰 1-:'、断固121・1

事6，1/1Z11亡、詳、問団主事6.12 12I 1亡示 1。

ι..3.2. 羽Hに工
朱キ函絹 t衰の毛~剖 1 日ゐ雨水 1トアミえ、)山主主叶ゐイ員'\ ~~t 

為~ t t会主fu-ZiえT4fヲl<..;fi:.\~ J" 1) r~~水'ずる。

之ら l 亡、 τ刀耳司令寺西 pト勺、らの雨水が ~4 面\~ ~iミ払し f1 同ょう、

t刃車:吾、肩考?陪\\立の工手 l判i.~告 1:' 材?ホぅ非をき史をする‘

相ドフ|く工的計泣l平面図工事 6，1-3図に佳庁面図工事6.ノチ図

にす、寸。
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1 試駒村春

月手ふ炉建雇者f委斜面め表1二と岩盤毛対象l二しマ主賓試験、岩石

試酸毘び右盤試験按克しT-:.• きが刊草取位置毘び試験イ主霊を需

1 . 1函‘第1‘2国 lて示す a

(1)主管試験

奈生二良びま二砂1天を呈するE殺岩盤モ対象l二しマ、物理及び力

学試験モ実把した.物理試験ヒしマ\~比皇、金オ〈仁ヒ、蜜F言、租

Fぎを測定し、力学試寄金ヒして \d乱つ1;，1'ぃ試料により圧~'=l聞休

による三軸圧縮試験モ主貫工学金箱「ど貰試験司法.J1二準拠しマ

安吃した.

(2)岩石試検

A~C頼者盤モ対象lこしマ、岩石め物理毘び力学i式験毛安抱

しTニ・物理主帯会ピしマ¥.;;I蛮痔、官長k率、有初間際、率沼び超吾j寓

伝播遥痔モ沼'j定し、力学試宅金と L マ\~-軸正有昔話殿、写|張言布食

を要1包しT二・

7託手手、 D頼者盤についマ可取野〈喰主要提した.

(3) 宕盤試験

芦〔イヒしマいる C~E級岩盤壬対象 l ニ L マ、会笠αぜん断r~ び

号Ff3試験主要提l.J二.岩盤ぜん前試験装置を境1.3図l二、京荷

パターンモ弔1.4図lL岩盤安弔新験装置毛聖書1.5図l二、京荷

パターンを窮1.6図に示す..;i r =-表主亙び、 D~E殺岩盤をす寸象

に.ボー，)ンゲ.Jl内-7.""p s枚看を安花し、地盤め縦波(p;震)、



r 
t 

者清(s波)♂伝播I宮市を37;め「二・

2 試喰籍果

(1) 主管言王¥Jtキ

喪主局び :t.~}1，台三するE報岩盤仇物理訴事許諾果モ 31211号、

三軸昆格試破格果モ薪2.1図に示す.

詐抗争季L菜m平z可{邑!d:H下めとおi)τ dtJゐ.

a tヒ重

比重t;;!、表主約2.73、 E殺老笠約 2.69<."ある.

と. 告ff含永Eι
色1.:::~七建♂含ヲド tt.td"、手ミt約31.2χ 、 E 殺岩盤約 50.9

xマ.ある.

C.主建

白骨:状、警7・め密芹!~表主約 1.81g，，im3、E栽岩盤約1.60

gJem3 7." J<，る.

d.三軸圧縮試験

領ヰロポ捷においマ.喪主マ、粘着力豹0.67kgJem1 .内部毒事実

前約14γ、E殺岩盤0¥:1::.. 砂j大ι乏し軟賞u色めτ粘着勺約
0.87f包/伽λ 内部摩擦、角約25.5"マある.

事ij線弾位任教E!:;O1;;1側圧 1kg/モm2γ表ヱ約310kg/J1l<、 E

級岩盤約440kg/伽)2<. ある.

2 



、J

(2) 岩石主主担金

f古品弱酸拡葬を主婦手1タ遠方主該3E弛笹の結果区長う』わ七マ著ち22

t長|て示すe

原;十士F哩室昔fを斜面の岩石物桂1;;¥、物理有，位、強引抗生、警

千千3特性ヒモ原子炉建屋設置地盤め言式喰結果ヒ同専の値モ矛、しマ

t 、る.

(3)老笠試験

2号原手炉建屋ム領収也表付近に分持する;軽度岩の風化したC

へ E頼m岩盤マ嘆花しT三者笠tん宙博試験記果モ音寺 2.2図l二、岩

盤費抑試験結果主者2.3表に示す.

風化したC級尽びD報道盤(;1.試掻坑内マ"め新鮮1'.，iC純浸ぴ

口組岩盤。言地按結果ヒ問穿め i邑モ示しマお 1)、これらモ三ヒ拘

ると、 C報名盤-Z'l;;l 1:!:，z.ぽ「強鳶 5.8kg/cm2、内苦1翼手穣角46.3・、

割栴草地係数1.0x 104. kglcm2、。叙名笠("(;;t¥!.んぎ付金尾3.0

kg;em2、内部摩擦、角38.8'、割線弾l生係数0.5x 104 kg/cm2 ?'あ

る.

むら¥岩盤1丈モ豆しマいるE殺宕盤7ぜん断強庵 1.7kgA;伴、

内部摩擦角 26.2'、安形f械受0.13x 1(1l. k8;f:m2τある.

また、来主毘ぴD'"E殺岩盤を対象l二しマ安抱した;(:'_1)ン

ノ7'"}LP1f7I Ps 1~唇卒事果を窮2.4表に示す.

ヲ単位滞速湾め平均値(.;1".0叙岩盤7・Pi夜J.7km/昔、 3i度0.76

km/s、 E殺者盤'"('p淀川 km〆色、 S波0.43kn凶、表主マ"P7Tミ

O.84km/台、 37安0.26km/sヒUっマいる.

3 
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第 2. 1表 表土及びE級岩盤の物理試験結果

分 類 表 土 B 級

試験個数 70 32 

比重Gs 平均値 2.73 2.69 

標準偏差 0.07 0.04 

試験個数 75 32 
含水比W

平均値 31.2 50.9 
( % ) 

標準偏差 10.5 11.6 

|試験個数 41 11 

密 乾 平均値 1.39 1. 06 

燥 標準偏差 0.17 0.22 

自 平均値 1.81 1.60 

度 然 標準偏差 0.13 0.13 

p命f) 飽 平均値 1.89 1.67 

和 標準偏差 0.12 0.14 

平均値 1.00 1.63 
間際比 e

標準偏差 0.25 0.43 

試験個数 68 31 

粒 レキ分(%) 3.4 4.8 

砂 分(%) 56.0 53.4 

度 シルト分(%) 25.1 31.1 

粘土分(%) 155 10.7 

4 



第 2.2表ω原子炉建屋背後斜面 岩石試験結果

岩 盤 分 鋪 A 級 B 級 c 級 D 級

岩 種 官熔官山樹割誕角哩灰岩叫_v目、個血
曜 灰 怪灰 Z岩司崎合泥灰岩岩毘凝灰質凝灰 誕灰
角時岩誕灰岩説 泥岩角哩岩誕灰岩角睡岩凝灰岩

風 it 状 況 新 鮮 岩 風 it 岩

詑験個設 17 66 79 6 31 6 6 33 37 63 日 自

乾 平均面 2.62 2.04 1. 84 2.14 1. 63 1. 19 1. 34 1. 58 1. 78 1. 56 1. 41 1. 38 

物
埠 標準備差 且日7 且16 0.17 O. 20 O. 16 0.09 且28 且18 日.2日 且17 且06 且06

2 

奮 度 自
平局面 2. 65 2. 26 2. 11 2.34 Z日1 1. 7日 1. 83 1. 96 1. 97 1. 91 1. 85 1. 84 

理(g/od) 然 保革偏差 日06 且11 且12 日.13 且10 且日5 且15 0. 13 且12 且11 且06 且日5

飽 平均価 2. 66 2.26 2. 12 2. 35 2.02 1. 72 1. 83 1. 96 2. 09 1. 96 1. 87 1. 86 

試
和 標檀偏差 O. 06 O. 11 日.12 日.12 日1日 且日5 0. 16 0.13 且14 且11 0.05 且日5

イ 吸水事
平均値 1. 4 11.3 15.8 10.4 24.5 44.5 4且5 25.1 18.3 26. 2 32. 8 34.6 

(S桜}
標準備量 O. 7 4.5 5.7 5. 1 7. 1 6.9 17. 3 8.1 6.6 6.7 2.5 五1

験

有効間際串
平均催 3. 7 22.4 28.2 21. 5 39.日 52.5 50.日 38.4 31. 4 39. 9 46. 1 47. 6 

(% > 標準偏差 1. 6 7. 3 7. 2 8.2 6.2 4.3 12. 9 7. 9 7. 7 6.6 2. 1 2.4 

試験個数 17 57 79 5 26 5 6 30 21 27 

超
平均値 4. 78 五54 2.97 2.77 2.92 2.34 2.57 2.13 3.日2 2.61 P渡速度

音 {同/.> 国車偏差 日1.89 0.3日 0.43 且24 日.27 日11 0.41 0.35 且46 且48

技 s誼速度 平均値 2.56 1. 79 1. 47 1. 42 1. 48 1. 18 1. 27 1日3 1. 44 1. 23 

速
(k島〆s> 標噛偏差 日.53 且19 日.19 自 11 日14 0. 04 且23 且23 0.2日 0. 23 

度 動弾性係数 平勾値 48.1 19. 8 12. 8 12. 7 12.1 6.3 8.3 6.日 12. 1 8.5 

(X1 O'kg/aI > 
原車偏差 18.5 五B 五B 2.日 2.3 且4 五2 2.7 五5 3.1 

測

定
平均値 且5日 目玉2 日.33 0.32 日32 且33 日.34 日34 0. 35 乱 35

動ポアソン比

保車偏差 0.日4 且04 且目玉 。.03 且目玉 0.02 日.03 且目4 E口4 0.04 

試聴個数 17 57 79 5 26 5 6 3日 21 27 

一軸圧電 平均値 1404 272 307 129 19日 7日 85 136 147 1日9

カ
軸 強(岡/aI度〉

標申偏差 513 85 142 32 57 1 29 1日3 72 67 

圧
骨弾性教 平均値 51. 6 17. 6 12. 8 9. 8 8.8 5.3 4.9 4. 1 7. 8 5.1 

学 宿 21d 

試 同/aI>標車偏差 13.8 5.6 5.0 4.3 2.8 1. 1 2.5 五6 4.8 五5

験 静ポア 平均値 0.24 日24 日.29 0.3日 且30 0.28 且34 且23
日.225 E27 a 

試
ソン比 標準岡蓋 目。日4 O.日9 且09 且日? 日，日S 日.08 日.12 0.08 O. 03 且日9

庄 試験儲鼓 14 52 75 5 21 5 6 28 21 27 

験
裂号張l 
ヨl張強度 平均恒 104.0 25.2 25.7 18.4 25.3 14.2 11. 0 12.0 17. 2 16. 8 
試
{臨ノaI)

験 標準偏差 38.6 9. 1 8.2 14.4 7. 3 0.9 五5 7. 5 11. 2 7. 9 

1)試険個数 17 
2) * 32 
3) * 5 
4) * 7 

5 



原子炉建屋設置地盤

第 2.2表(2) 岩石試験結呆〈岩種・岩盤分類別}

岩 盤 分 頗 A 級 B 級 c 級

岩 種 凝灰角瞳岩 a灰岩 安山岩培岩 磁反角匝岩 凝灰岩 恒石凝灰岩 古泥岩瞳 麗灰質泥岩誕灰岩

民 験 個 政 57 78 1日 62 72 26 10 26 

乾 平均値 ~99 ~ 91 2.6日 ~92 t59 t56 t6日 t55 

燥 標準嗣釜 且19 且13 且目8 且20 且17 且10 且25 且15
物 官度

自 平均値 2.21 2.17 2.64 2.19 t98 ~82 t97 t91 

(~/'" ) 然 原車偏愛 且18 且09 且06 且14 且12 0.07 且13 且11
理

飽 平均値 2.21 2.17 2.65 2.2日 t99 t83 t98 t91 

和 保串偏差 且18 且日， 且05 且14 0.11 且日7 0.14 0.11 
民

民水串 平均値 1t2 14.2 2.1 15.1 26.2 34.5 24.9 2五B

"，) 保串偏差 五1 五7 t4 丘4 7.1 4.4 1t2 6.1 
攻

有効岡原串 平坦値 22.0 26.7 5.3 27.9 4且5 46.5 57.4 36.1 

(%) 保串偏差 5.3 丘2 五4 6.8 6.5 3.3 12.8 5.9 

民 験 個 政 54 82 10 60 74 26 1日 25 

P 波速度 平均値 五52 五18 5.25 3.18 2.85 2.06 2.67 2.07 
超

【恒/.) 躯串岡差 且51 且37 且38
音

且54 乱耳目 且5日 且58 且25

設 s技連度 平均値 t86 t75 2.66 t65 t52 且87 t35 且98

道 (bノ.) 標車偏差 且22 且27 且54 且24 且16 且17 且4日 且23

度
動事単位係敵 平均値 2Q.5 17.7 5t5 16.2 12.3 4.0 10.3 5.2 

調 ( X 10'同〆'.，1) 保車偏差 4.4 4.9 17. 5 4.2 2.6 t7 5.1 2.3 
定

平均値 '0.30 且28 且32 且31 且30 且59 且33 0.35 
動ポアγシJt

保単価差 且04 且04 且日7 且05 且03 且目2 且05 且日5

民 験 個 It 54 82 1目 6自 74 26 ，。 25 

ー軸圧縮強度
平均値 218 315 655 146 175 65 140 114 

軸 ( Ic&/.，I) 係車偏差 89 121 444 72 52 29 63 75 
カ
E 
静弾性係o:

平均値 14.0 13.6 57.8 9.8 a4 2.5 8.4 五4
筒
(X10'k<〆d】偲串間差

民
8.9 4.9 2t 1 4.4 2.4 t9 2.6 3.0 

学
験 平均値 且23 且27 且26 且23 且27 且24 且22 0.3ロ
静ポアソン比

偲車偏差 且口7 0.07 且05 且07 且口B 且08 且日6 0.13 

圧 民 験 個 置 51 73 1日 55 73 23 1日 28 
民 袋

~I 平同値 24.6 26.5 67. 7 16.0 2日.8 6.6 15.7 14.1 
4甚 引掻強度
民
{同/01)

職 傑車偏差 8.4 8.1 2~ 7 6.9 5.2 t6 9.1 10.6 

験
民 続 組 枇 5 4 4 1 

柚

圧
せA厨強度" (岡/01) 28 54 20 27 1日 16 

暗

民
輯 内部車損角;4(・) 56 57 52 45 58 43 

一一一 __I-ー
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設
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級
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級

E 

級

第 2.3表 原子炉建屋背後斜面岩盤変形試験結呆

変形日4係数
(x 1 04kg/cnf) 

割線日弾4性係数
(x 1 04kg/cm') 接(x線10弾41<:性V係cm2

数
) 

岩 種 試験位置 何重範囲(同ゾ田f)荷重範囲色g/匂の 荷量範毘(kg/cniう

0-10 日-30。-10 日-30 日-10 日-30
凝灰角諜岩 試掘坑 0.7 1.2 0.9 1.5 1.6 2.8 

0.9 0.8 1.0 1.0 1.0 1.2 

軽石凝灰岩 試掘坑 0.8 1.0 1.1 1.2 1.3 1.8 

0.8 1.0 0.9 1.1 1.1 1.7 

0.8 1.0 1.1 1.3 1.3 1.9 

凝 灰 'f'i 試掘坑 0.3 0.5 0.5 0.7 0.7 1.3 

0.9 1.5 1.4 1.7 1.8 2.8 

凝 灰 岩 斜 面 0.6 0.6 0.7 0.8 1.0 1.2 

平 P 均 値 0.7 1.0 1.0 1.2 1.2 1.8 

0.5 0.6 0.5 0.7 0.7 1.2 

合泥岩諜凝灰岩 試掘坑 0.3 0.5 0.4 0.6 0.6 1.4 

0.4 0.4 0.5 0.6 0.6 0.8 

凝 灰 岩 斜 面 0.3 0.4 0.4 0.6 0.6 0.9 

平 均 値 0.4 0.5 0.5 0.6 0.6 1.1 

0.11 

凝 灰 岩 斜 面
0.15 

平 均 値 0.13 
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第2.4表 ポーリング孔内 PS検層結果
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1.00_ 2.50 
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1.2‘ . ， 3 
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， .， ， 1. 2: 3 

I &L+117.'"・ 8.00_  '.10 1. 1 0 o 1!I ， ， 
M - ， o 1. 3 5 1.3 5 表土 0.2・ • 1 1 

孔ロ S頭痛
1.3 5 _ 1由.00 .， . E 1!I a・2 0.3 9 

.0.00-10.50 ..0  ， ..・ 1. 0 6 
EL〒 IZ 1.9 9. 10.50-13.00  ..0 D 畢

， ， 
M ? 。 1.00 1.0 0 表土 .，. 

.1‘ 
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， t. 6 7 . ， ， 
&L+8 1.93_ 1%.00-1%.80 a ・a ， 2.  ， 1. Z 3 

符 2書 分 g 
密 度 P 主主連皮 S I実適度 動弾世保歓 Ed 動'"アソY比

偏 =号
ρ(  P /01 ) Vp (同/.) V. (回/，) (川口‘同VoI) -d 

D g 1. ， 1. ， 。.， ， 11 o. 3 I 

一一
E 

‘' 
1. ， 1.1 。'.43 ./ . .。 •• 1 

決 土 1. • a ・4 .2 • 0.3 I a ‘s 
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1.拭和利益

新据1花内の前居露頭よ1)千晴香しsrIJ:4モ採取しマ断層内初震の

1官室毘ひワ芋試馬主主契花しk 園

カ fZ:FEtE舎ヒしマ t~ 、室内マ静的卓会主さんぜ!古布全、ー拓也んぎfj

p;:や手J]留守崩とてんず「持会毛、界、位置マ、、せ人断言時点モ実克したー

室内吉正明会lユ教地内にま久々 運託，止が認め均十1る主雪な F-lへJ

F-6の6本の前著毛対象とし、 3気料t.J:tl![管鹿琴、幸吉「果から柏粒

4IiJ' 7)/く軟賓ヒ吉ためら十lる部今から将取Lf二.

快試イネt;;l銅製 1):..ゲ壬圧入しママ草取し.直径5cm)}び 6cr円、

苦iウ 2cmOl門和市に宮弔した.

試料Jネ耳マ1立蓋毘び宮市安位置モ窮 1 . 1 図l二示す.

a.物ヲ説明令

物理試験ヒしマ 1;;1比重.舎氷l:t，宝庭先住限界、塑性限

界百び租麿モ 1二賀工学会栴「土官試験法...Jt二準拠しマ測定し

T二.

b.暫向単軌ぜん首I試験

断層内物貿め強湾、変形野性モ相雇するために、不撹哉J試

来三|採取可能CiF-1.2.3.5断層モ対象に直径5師、高つ2cm

の門ヰ変形め供試体て静的単従ぜんぜ献蟻モ婁泥した.

試苦J令茶ー星回モ事 1.2図に示す. 言式噌~td ひずJ十選fきを 0.01

1.ノノ6ecでイ共拭{本l二tん断力主加え、ひずH lOメにUる三τ行

っT乙.
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c -面也ん断言試験へ

F -3 世fr膏モ刻家 L二、直径 6cm 、高つ 2cm0円和'!í~01 '1宍試iネ

マ)面せん断言王明会宅専1邑した.

吉正\，~全禁歪図モ顎1. 3 函に示す.試験[~を{江速湾O.03sm%，lr，

マ被j事に至る幻供剖本l二ぜん断力主加え行った. 

d:駒的単殺也ん、断言訳、検

F-1.2.3.ら並行層モ対象に制的単牝ぜん前試験主安定した.

新験装置百ひ1共試体寸法l;;l" 寄1.2図に示す静的単続也ん

蛍frt'i¥司令ヒ間援のそLのマ¥守れ吃れひす.みrz 704~10-3め周?礎

教 1Hzの正弦i産。豹的てE人前だワモ供試{本l二ヴロえマ試E余モ行

勺「亡・

e lJ主位置也ん的試験

F-3 前居老対象に長ヲ 60cm 、幅ro町、高ゥ10~20cm の

岩盤ブ、口、、ノワモぜん前面イ寸宝立に断層め破砕主ßiJ~校在するように

切!)出し、原位置t!:人前試喰を襲提しぜん前強産、内部再摩擦

角モEll-的f-:.• 

3端的立置モ宥1.1函に、試験禁置を窮1.4図[二、裁荷

ペターン宅事 1、5図に示す.
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2 ~~犠佑来

弓-古:j物β望特性

F-l~F-6首115也、ム株取し「二三51斗l二つ l¥マ支託した物苦宣

言可、喰結果を可j2.1表に示す.

試験結手主要約するピ以下σ1ヒ;h!)c"Ji-ゐ，

(a)比主

Eヒ重t;;J:. 2.78，，-， 3.04の範囲にあリやや大予めαi直毛示すが:

こH日写鉄鉱.黄金地広、黄桜j拡専のj是正拡坊が舎三判る「二

めピ判断うれる.

(b) 含氷F仁

首，写:杖響、ω台氷上じt.;!. 25.2~~~， 42.6 Ïo マ・ある.

(C)官房

台、常:ポ君主め蛮7害t:;t. 1.66~ 1.79g;emヨマある . 

b.静台湾形特性

F-l.2.3.5謝世前T曜層仇菅静手的単系殺色司てZん断昨言試《馬験令ぷJμIり)得られTたこせ

人ぜ前「点勺~也人ぽ前「ひす

こ十れ!J (り)"o点1長:め「丘二干弟性領域、(ぜん世「ひず計 5x 10-:3'8寺)め吃

んずr7早世係数ヒ垂直lミー勺α関係そを者 2.2図に示す.

ニ十判1に Jゐヒ F -1世7竹?著!は2寄手拘台ヲt包jg司iドI叫生力がミ比較t拘台ヲ予引11、き沢(.与伺イ他也の

世尚前r居層l日3岡亨の州{値亘毛示しマいる.

c 和的苦抑制生

F-1.2.3.5前虐め動的単軌t!:ん前説験J:1)得られた椴Ij、

ひ寸d→時♂:f.1Jl1号也ん前梯!生{手数ヒ全長t:;..ウωW'1f系壬寄 2‘3
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図に、ぜんず「祥院係数、i成者定数ヒゼ人前ひず什め関係、主寄

2.4図に示す.

これによると F-1尚ー雇1.-;)"制的γJBillp住が比較的小づく、

401也。的警は同写ω恒モ示しマいる 3た.いすす(<7¥ぜfl-!量

f間企izl芋ρ[.J'寸什信号足1.1同:係ぉ傾向モ示している. 

d 強庵特桂

F -1、2_ 3. 5断層の静的単社11:ん歯車〔験 (10χてんざI

ひず什時)1こよりJ専られた包ん世間芯カヒ告邑Zミヮα関係モ苓

2.5 図に、 F 寸前居め一面ゼん宮T~却会B ぴ芳、也童ゼ人前

すIR舎!こよ Ijf写G-jlr亡でλ宣言'ftミ勺ヒを面た勺。関係モ新 2.6

図、笥 2.7図l二、廃位置せ人前試R舎によリ得られT::.せん断定

カヒナロγ7を1iJol関係モ明 2.8図1:示す。

rj釘 ぜん断面文ケ、ゾ今 t 等 2.9 国 I~ 示す.

名訴験[二Jリf専られたぜん前強鳶ヒ内部事諜角を宅522表

l二示す.

結果毛主季季勺するヒ以下めヒおリマ‘ある.

単耗ぜん断言試験ぞld.て主ん前強庵 1.65~ 1.95kgJ6n2.内部

摩害者角 14.7~23.7"ヒ~.Jっ引、る.

j T-:. F寸断層1;;1.単社也ん前、ー面せ八世間び原位置tん

世博司馬安-t1t'1それせλ世fr強烹1.95、2.52、1.98kg;em芝、内部

摩時角21.6、27.8.21.8'ヒtJっマ l¥る.
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第 2. 1表 断層内物質の物理試験結果

。

• 
断層名

F F 2 F 5 F 4 F 5 F 6 試験項目

比 重 Gs 五04 2.84 2.78 2.83 2.85 2.90 I 
含 水 比 W{%l 37.7 25.2 27. 5 39. 6 42.6 32.7 

乾 燥 1.21 1.37 1.36 1.20 1.26 一
密
自 然 1.66 1. 72 1. 73 1. 67 1. 79 度 一

(巴6お
飽 和 1. 81 1.89 1.87 1. 78 1.82 

間 際 比 e 1. 522 1.067 1.049 1.366 1.270 一
コ 液佳限界 WL(~幼 65.6 39. 0 30.6 56.4 57.0 NPI y 
シン
スシ 塑性限界 Wp{%} 31.7 24.4 16.9 38.8 37.0 NP テ l

レ キ 分 (%) 0.0 16.8 2.0 2.0 10.5 9.9 
独
砂 分{幼 29. 0 37.2 31.0 37.0 38.5 35.1 

シルト分 開 44.0 34.3 45.0 44.0 35.0 38.0 
度
結 土 分 {%} 27.0 11.7 22.0 17.0 16.0 17. 0 

〆一、

， 

一
、r. ~ 

只》



• 
第 2.2表 断層内物質の力学試験結果

強 度 定 数

断層名 試 験 せん断強度 内部摩擦角
TO(ゆ匂) 世(0 ) 

F-1 単純せん断試験 1. 65 14.7 

F-2 単純せん断試験 1. 70 21.3 

単純せん断試験 1. 95 21.6 

F-3 一面せん断試験 2.52 27.8 
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第 4.1 表 田中等によるダム基礎岩盤分類基準

名梓 特 徴

きわめて新鮮信もので道岩鉱鈎および盟子は風化、変質を受げてい名目、.キレツ、節理

A はよく密着し、それら¢酒に沿勺て風化旧跡..見られ肌、品目.

，、J マーによって打診すれば澄んだ音そ出す.

岩賀聾硬で閉口した{たとえ Immで忠〉キレツdちるいは節理は'.<‘よく密着してい

E る.ただし盗岩鉱物および館子は部分的町多少風化、変質が昆られる.
ハンマーによっτ打診すれば畳んだ音を出す.

造岩鉱鈎および種子は石英そ除吋ば風化作用を受吋τuいるが岩買は比較的霊硬でゐる.
一般民福鉄鉱など陀汚染せられ、節理みるいはキレフの岡田粘着力はわずか巴露少してお

CH り、ハンマー町議fTI<:よ勺て割れ目見沿って岩興が剥脱し.JlJ脱iiilt.は粘土質鈎賀由恵層
が残留するEとがある.
ハンマーによ勺て打診すれば少し濁勺た音を出す.

道岩鉱鈎および也子は石英を除吋ぱ風化作用を受付て多対沼jt;しており.岩寅も多少

軟らか〈官ヲている.

CM 節理ゐるいはキレツ白間目粘着力..~少減少しτおりハンザーの普通程度早打撃によっ

て.割れ目見沿って岩打2第書すが剥れ脱ば多1.-， I同j脱面庄は粘土質世煩白扇合理主留するιとがゐる.
ハンマ-1<:よゥて打撃 少揮った音を出す.

造岩鉱勧および包子は風化作用を受吋て軟質化しτおり岩買も軟らかくむっている.

CL 
節理ゐるいはキレヲ¢澗の粘着力は減少しτ"~.ハンマーの軽打見よって割れ自民治
って岩見が剥脱1.-.I耐且晶面には粘土質勧賀が残留する.
ハンマ-I!:よ.，て打主主すれば器った音を出す.

岩石鉱物および珪子は鼠化作用そ受けて著しく軟貫{じしており岩賀も著しく軟らかい.

D 
節理ゐるいはキレツ白閣の粘着力はほとんど往しハンマーによってわずかな打草を与

えるだりで〈ずれ落ちる.JlJ脱面見目粘土質物質が農宮する.
ハンマーによって打診すれば著し〈濁った音を出す.

JIl I 12 
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第 4.2表 岩盤の風化度区分

宇白金ヨト笑頁 〈片耳石庭老当〉 田中等による電研分類

、.' (硬岩)

風化模式概念図 風化帯区分 風化度区分 風 化 の特徴 風化帯区分 岩盤分類

表 土 表 土

岩石全体としてかなり風化が進

強
み軟質化しており、特に割れ目 D 
沿いの粘着力が減少し、土砂状 強

思 を呈する部分もみられる。
風 ト一一一一一

風化度⑪
化

イヒ

ー」

世乍宵

帯 CL 。」
ーーー-----ーー ト一一一一ーー一一一一

~iJ 割れ目沿いに掲色化、一部粘土
皇帝 CM 風 化が進み、粘着力が多少減少し

化
風化度① ている。岩石内部まで弱風化を

官世1 受けて岩質は、多少軟かくなっ
商号事音 CH ている。

ー胃ーーーーー』ーー・ー 一一一ーー
割れ目沿いに薄く風化部分が認

められることがあるが、全般的

に新鮮な岩塊からなる。
B 

来 来
風 風化度① 風
化

化
帯

骨骨T 

-ノ / 

/ / 
A 
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の岩盤分類法土質工学会(岩の力学委員会)表4.3 第

• 
土質工世会告の分間宮"

F 

H，F 
H，F 
H.F 

H.F 

H.F 

S.F 

S，F 
S.F 

E 

H，E 
H，E 
H.E 

H.E 

H，E 
S.E 
5，E 
5.E 

D 

H.D 

H.D 

H.D 

H.D 

H.D 

5.D 

5.D 

S.D 

c 

H，C 
H.C 

H.C 

H.C 

H.C 

5，C 
5.C 

5.C 

E 

H，B 
H.B 

H.B 

H.B 

H.B 

5.B 

S.B 

5.B 

A 

H，A 
H.A 

H.A 

H.A 

H.A 

S，A 
5.A 

S.A 

二塁

選

品
平
MYe町
一
っ
十

4 

平均-li!E縮詰さが 1()(附kgJ国軍弘主である

' 田か4 似lOkgJ.四戸 ， 

1()(ト4制kg}cm'

• 1仲4田kg}cm・ "E調性岩である

異方註岩 E片岩など〉で，平均ー軸庄錨強さが 1仲・剖lOkg}cm'である
平均ー軸圧施強さがOi.ltID趣岩宮古む)Iト4回kg}cm'り砂賀岩である

• 1ト斗曲kgJロn'"拡辻ヨZ岩である
• 1ト4凶kgk:m1 cr.>E調性岩である

平均きれヲ間隔が曲目以上である

平均きれつ伺局面 3←4柄。""でああ
平均きまもっ間隔が砕u抽田千きまもっ悶克明特がない

平均きれつ置摘草長時】回目でO'.れつ問責頭骨がある

平均きれつ帰属が油田以下でありきれつ間克事曲がない

平均きれつ担耳高が 10""以下でありきれつ荷主鴻拘がある

E 

記号a明
一一寸
H
B
R
E
E
s
s
s
 A
B
C
D
E
F
 

号記

【
匡
臨
強
さ
特
性
た
ど
V

第

1

記

号

e 

V，e 
V.e 

S費拡速度による]

d 

d

d

d

 

v
v
v
 

土貫工牢舎岩田冨卦置聖 I弾性並

c 

V，c 
V.C 

V.C 

V.c 

b 

b

b

b

b

b

 

Y
H
V
H

れ

れ

れ

a 

-
a
a
-
-
a
a
 

.，， •. 

v
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み誤竺|

E号昆明

第

1
記
号

活E 

棋院体弾性益還I!:'.1>'5lan/oe< ruである
， ←-5k皿J""， である
. 3-< lan/oe<である

， 2-3kml-ecでるる

3lan/oe<以下である

号

v
v
v
v
v
 

E 

a
b
e
d
-‘
 

14 

地il蝉性註速度1>'院民体速度の剖%瓜上である

71l-l1幌であ号

.. ト4時局Eである

s(ト-.起である

， 目先以下である

第

Z

E
号

1 

.)j 
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の岩盤分類法土木学会(岩盤力学委員会)表4.4 第
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第 4.5表(1) 岩館の割れ目区分

、
f白 巨玄 ヨヨト ゴニフド宅金~12互会ヨト

害IJ れ 日 ポーリングコ 7形状 害IJ ~1 目
試銅坑の平均書IJれ日間隔 割れ目間隔

区 分 火 砕 岩 安山岩 i官岩 区 分

棒状コ7で 1日間以上のものが 縁状コ7で3Ocm以上のものが
3 Ocm以上 I芳平 3 Ocm以上

主休である。 主体である。

σ1 E 10-30cm 
様状コ7で 2-10crnのものが 棒状コ7で 10-30crnのもの

E詳
主体である。 が主体である。 10-30cm 

m 2-10cm 角傑状古1主体であるが俸状コアも含む。

m群 1 0 cm 上人下

IV 2 cm未満
2crn未満の細片状又は土砂状を呈する。

(軟質で望日jれ目は不明瞭)
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t、

区 分

a 使 t、

b I中硬1

b中硬

~2 中硬 2

c やや歓い

d 軟

，一， 内

第 4.5 表(2) 岩僚の硬さ区分

宇白 医玄 タヨ卜 二仁フf;;;:宅金妥蛍臣室会ヨ「

代表的岩種 一軸圧縮強度の目安 備 考 区 分 一軸圧縮強度の目安

安山岩熔岩仏n) 約 500kg/cm
2
以上 A t.t 500匂/cm2以上

L-Tb 火砕岩層の下部(L ) 1:1.、中部(M ) 
凝灰角腺岩 (Tb)

L-T! 
約 I∞-5凹 l電/cm2

及び上部 (U )に校べ、わずかに硬質

M-Tb である。 B種 I∞-5凹均/cm2
M-T! 

政灰岩(T!l
U-Tb 

U -T! 

経右旋灰岩伊t) 安山岩熔岩{向、}、n灰角際岩 (Tb).
及び凝灰岩 (T!lであっても岩石内部

合泥岩険旋灰岩{T!ml 約I凹 kg/cm
2

まで風化したもの{風化鹿⑪)及び綬

灰岩(T()中町制位な泥質凝灰岩(Tm)

挺灰質泥岩品~.】 を含む。
C理 1∞kg/cm2以下

風化度区分の⑪の土砂状の性状を示

全 岩 騒 約
1凹 kg/cm

2以下 寸 I>o~

， 
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第 5.1 図 変形試験
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事5.1長落盤'支前試験持呆

変形係'放

岩盤 ( K1日4kg/cnll
岩 種 民験位置

分額 冊重範囲(kg/ cnlJ 

日-1日 日-3日

J-1-1 五? 4.3 
A 

凝灰角援岩 J-1-2 6.1 6.1 
級
J-1-3 7.1 6.7 

J-1・4 2.6 4.1 
A 

号 凝灰岩 J-1-5 6.5 6.9 
扱
J-1-6 4.5 4.7 

側 J-1-7 1.8 2.3 
B 

議反角畏岩 J-1・8 2.3 2.3 
級
J-1-9 五7 3.7 

A J-2・1 五5 3.8 

凝灰角畏岩 級 J-2-2 4.2 4.日

C扱 J-2-3 日.7 1. 2 

J-2-4 1.日 1.3 
B 

2 安山岩溶岩 J-2-5 3.1 3.7 
級
J-2-6 1.9 2.7 

J-2-7 2.2 2.7 
B 

号 護灰岩 J-2-8 日7 1.0 
級
J-2-9 1.2 1.5 

J-2-1日 1.8 3.0 
B 

倒 議灰角援岩 J -2-11 3.4 3.5 
級
J-2-12 4. 1 4.2 

J-2-13 日.9 0.8 
c 

盤石凝灰岩 J-2-14 0.8 t 0 
級
J-2-15 日.8 1. 0 

J-0-1 日.8 1.日
高灰岩 c 

周 J-0-2 0.3 日.5
〈黒色} 扱

J-O・3 日? 1.5 
辺

J-日-4 0.5 0.6 
含泥岩慢 D 

部 J-ロー5 且3 ロー5
凝灰岩 級

0.4' J-0-6 0.4 

A 級岩盤 平均値 4.8 5. 1 

B 級岩盤 平均値 2.3 2.7 

c級岩盤 平均値 且7 1.0 

D 級岩盤 平均値 0.4 日.5
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